
　３月１日、４月に白石高と統合する白女で、最後の卒業　３月１日、４月に白石高と統合する白女で、最後の卒業
式が行われました。普通科と看護科の199人、専攻科看護式が行われました。普通科と看護科の199人、専攻科看護
科30人の合わせて229人が卒業。思い出が詰まった学びや科30人の合わせて229人が卒業。思い出が詰まった学びや
との別れに、こらえきれず涙がこぼれました。との別れに、こらえきれず涙がこぼれました。
（35ページに関連記事掲載）（35ページに関連記事掲載）

思い出いっぱいの学びやに別れ思い出いっぱいの学びやに別れ
～白女最後の卒業式「白女！　大好き！」～～白女最後の卒業式「白女！　大好き！」～

２
ペ
ー
ジ　

２
ペ
ー
ジ　

施
政
方
針
と
当
初
予
算

施
政
方
針
と
当
初
予
算

3333
ペ
ー
ジ　

ペ
ー
ジ　

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射

3535
ペ
ー
ジ　

ペ
ー
ジ　

白
高
と
白
女
、最
後
の
卒
業
式

白
高
と
白
女
、最
後
の
卒
業
式

■白石市のホームページ　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/■白石市のホームページ　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/
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Special Topics1Special Topics1

施
政
方
針

「
元
気
で
活
気
あ
る
白
石
市
」
を
目
指
し
て

　

２
月
12
日
、
第
３
８
５
回
白
石
市
議
会
定
例
会
で
、
風
間
康
静
市
長
が
施
政
方
針
演

説
を
行
い
、
平
成
22
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

内
容
か
ら
取
り
組
み
を
抜
粋
し
ま
す
。 

問
総
務
課　

☎
２
２―

１
３
３
１

　

４
年
目
と
な
る
「
４
万
人
都
市
復
活
大
作
戦
」。
本
年
度
も
今

ま
で
通
り
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
定
住
化
の
促
進
、
雇
用
の

確
保
、
観
光
振
興
、
地
域
医
療
の
確
立
、
行
政
改
革
の
推
進
を

重
点
項
目
と
し
て
、
着
実
に
実
行
し
ま
す
。

■
企
業
誘
致
が
最
重
要
課
題

　

現
在
、
深
谷
地
区
に
平
成
23
年
３

月
の
完
成
に
向
け
て
工
業
団
地
の
造

成
工
事
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

雇
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
企
業
誘

致
を
、
本
年
度
の
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、昨
年
４
月
に
創
設
し
た

企
業
立
地
推
進
室
を
企
業
立
地
推
進

課
に
格
上
げ
し
、企
業
誘
致
推
進
お
よ

び
既
存
企
業
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
一
層
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
白
石
市
企
業
立
地
促
進

条
例
を
改
正
し
、
新
た
な
企
業
が
立

地
し
た
際
の
固
定
資
産
の
10
％
、
最

高
３
億
円
を
限
度
と
し
て
交
付
す
る

「
企
業
立
地
投
資
奨
励
金
」
を
創
設

す
る
な
ど
、
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

優
遇
制
度
と
し
ま
す
。
企
業
の
投
資

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
本
市
の
企
業
立
地
環
境
の
積

極
的
な
ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め
、
製
造

関
連
企
業
な
ど
の
誘
致
促
進
に
向
け

て
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

■
し
あ
わ
せ
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
ま
ち

●
出
産
支
援

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
応
援
事
業
（
妊
婦

健
康
診
査
助
成
事
業
）
は
、
昨
年
度

に
助
成
回
数
を
14
回
に
拡
充
し
ま
し

た
。
本
年
度
か
ら
は
双
子
や
三
つ
子

な
ど
の
多
胎
妊
娠
の
場
合
、
さ
ら
に

７
回
分
追
加
し
て
費
用
負
担
軽
減
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
で
き
ず
に
体
外

受
精
な
ど
の
不
妊
治
療
を
受
け
る
方

へ
の
経
済
的
支
援
と
し
て
、
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

●
保
育
の
充
実

　

保
育
園
に
お
け
る
延
長
保
育
を
継

続
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費

助
成
事
業
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通

う
多
子
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
な
ど
の

子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業

　

世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、
地
域

の
高
齢
者
な
ど
幅
広
い
世
代
の
方
と

児
童
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
越
河
、
斎
川
、
大
平
、
福

岡
の
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

●
高
齢
者
支
援

　
「
健
康
で
活い

き
活い

き
と
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
自
己
実
現
で
き
る
高

齢
者
が
輝
く
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と

し
た
「
第
４
期
事
業
計
画
」
に
沿
っ

て
、
環
境
の
整
備
や
介
護
予
防
を
主

と
し
た
自
立
へ
の
支
援
と
権
利
擁
護

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
期
に
な
っ
て
も
自
己
実
現
と

社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
の
郷さ
と

構
想
に

よ
る
「
ほ
っ
と
き
ゃ
っ
す
る
パ
ス
」

サ
ー
ビ
ス
や
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
り
ま
す
。

　

増
加
す
る
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
し
て
、

自
立
し
た
生
活
を
で
き
る
だ
け
継
続

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
い

ま
す
。

●
介
護
予
防

　

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
生

活
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者
の
把
握

に
努
め
、
介
護
予
防
教
室
を
開
く
な

ど
し
て
、
介
護
予
防
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
っ
て
、
認
知

症
の
問
題
も
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。
家
族
だ
け
で
な
く
地
域
で
支
え

る
仕
組
み
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
へ
の
認
知
症
の
正
し

い
知
識
の
啓
発
な
ど
、
地
域
ケ
ア
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
利
用
者

の
増
加
に
よ
り
、
適
切
な
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
と
施
設
の
整
備
の
た
め
、

介
護
事
業
所
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

●
市
民
バ
ス「
き
ゃ
っ
す
る
く
ん
」

　

本
年
４
月
か
ら
運
賃
を
改
定
し
、

１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
と
な
り
ま

す
が
、
中
学
生
以
下
と
高
校
生
、
高

齢
者
と
障
害
者
に
は
、
減
免
に
よ
り

負
担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に

利
用
し
や
す
い
運
行
に
努
め
ま
す
。

●
障
害
者
福
祉
事
業

　

現
在
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
３
月
に
策
定
し

て
い
る
「
白
石
市
障
害
福
祉
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
害
者
が
自
立
し
た
自

分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
体
制
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

●
教
育
の
充
実

　

学
校
い
き
い
き
プ
ラ
ン
、小
原
小
・

中
学
校
の
体
力
向
上
モ
デ
ル
事
業

（
ア
ク
ア
プ
ラ
ン
）、
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
小
中
学
校
へ
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
（
出
前
）
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
を
積
極
的
に
開
催
し
、
児
童
・
生

徒
の
音
楽
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
創

出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
、
家
族
団

ら
ん
に
つ
な
が
る
機
会
を
持
つ
日
と

し
て
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
白
石

市
家
庭
の
日
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
市
民
に
広
く
啓け
い

蒙も
う

し
、
定
着
を
図

り
ま
す
。

■
ろ
ま
ん
た
だ
よ
う
城
下
町

●
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り

　

歴
史
的
、
文
化
的
に
魅
力
の
あ
る

白
石
城
や
武
家
屋
敷
、
城
下
町
回
遊

ル
ー
ト
や
城
下
広
場
、
す
ま
ｉい

る
ひ

ろ
ば
な
ど
を
活
用
し
、
城
下
町
白
石

へ
の
誘
客
を
図
る
と
と
も
に
、
中
心

市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
は
、
定
期
的
な
企
画
展
示
会
の
開

催
や
、
武
家
屋
敷
で
は
端
午
の
節
句

や
七
草
の
会
な
ど
の
伝
統
行
事
の
再

現
を
行
い
ま
す
。
白
石
の
歴
史
、
文

化
の
紹
介
を
通
じ
て
、
市
民
に
は
ふ

る
さ
と
の
誇
り
を
、
ま
た
、
白
石
を

訪
れ
た
方
々
に
は
、
白
石
の
歴
史
的

魅
力
を
感
じ
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

●
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
支
援
事

業
（
や
る
気
応
援
事
業
）
を
引
き
続

き
実
施
し
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
小
規
模
な
団
体
に
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
団
体
を

「
や
る
気
隊
名
簿
」
に
登
録
し
て
、

各
種
市
民
活
動
へ
の
協
力
と
育
成
に

努
め
る
ほ
か
、
市
民
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
輪
を
広
め
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
区
公
民
館
の
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
る
地
域
振
興
会
な
ど

が
、
地
区
民
を
対
象
に
実
施
す
る
生

涯
学
習
事
業
に
は
「
き
ら
め
き
推
進

事
業
補
助
金
」
を
交
付
し
て
支
援
し

ま
す
。

●
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

　

社
会
教
育
施
設
で
あ
る
中
央
公
民

館
や
碧
水
園
、
図
書
館
な
ど
で
は
、

主
催
す
る
各
種
講
座
の
充
実
を
図

り
、
市
民
の
生
涯
学
習
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
は
、
高
い

音
響
効
果
を
持
つ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
や
ア
リ
ー
ナ
の
機
能
を
活
か
し

て
、
世
界
で
活
躍
す
る
音
楽
家
た
ち

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
、

剣
道
、
空
手
道
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
活
動
を
支
援
し
、
青
少
年
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
健
全
育
成
を
図
り

ま
す
。

　　造成が着々と進む深谷地区の工業団地（平成 22年３月３日撮影）造成が着々と進む深谷地区の工業団地（平成 22年３月３日撮影）　　白石夏まつりでにぎわう「すま白石夏まつりでにぎわう「すまｉｉ
いい

るひろば」るひろば」

　　碧水園舞台開きでの「子ども能楽教室」の発表碧水園舞台開きでの「子ども能楽教室」の発表



平 Special Topics1

45

Special Topics1

Shiroishi_H22.4Shiroishi_H22.4

■
い
き
い
き
と
の
び
ゆ
く
ま
ち

●
定
住
化
の
促
進

　
「
白
石
市
定
住
促
進
奨
励
金
交
付

事
業
」
は
、
申
請
件
数
も
毎
年
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
へ
の
定

住
促
進
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
、

転
入
者
等
支
援
市
営
住
宅
補
助
金
、

新
婚
家
庭
家
賃
補
助
金
、
子
育
て
世

帯
市
営
住
宅
優
先
入
居
制
度
の
３
事

業
も
継
続
し
ま
す
。

　

企
業
の
新
規
立
地
ま
た
は
市
内
既

存
企
業
の
関
連
事
業
所
集
約
に
伴
う

転
入
者
に
対
し
、
市
内
賃
貸
住
宅
へ

入
居
し
た
際
に
家
賃
の
一
部
を
助
成

す
る
「
企
業
立
地
等
に
伴
う
転
入
者

補
助
金
制
度
」
を
創
設
し
、
雇
用
の

拡
大
と
本
市
へ
の
さ
ら
な
る
定
住
促

進
を
図
り
ま
す
。

●
雇
用
の
創
出

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
お
よ
び
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
を
通

し
て
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
非

正
規
労
働
者
、
中
高
年
齢
者
な
ど
に

対
し
て
、
雇
用
・
就
業
の
機
会
を
創

出
・
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
11
月
に
株
式
会
社「
旭

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
と
の
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振
興

等
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
と
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
企
業

の
さ
ら
な
る
集
積
を
目
的
と
し
た

「
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
企
業
立
地

促
進
奨
励
金
制
度
」を
創
設
し
ま
す
。

●
交
流
人
口
の
拡
大

　

本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
、
伝
統

文
化
を
市
外
在
住
者
に
ピ
ー
ア
ー
ル

す
る
た
め
の
「
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ

ア
ー
」
を
、
認
定
農
業
者
な
ど
と
連

携
し
、「
体
験
」「
泊
」「
食
」
を
一

体
化
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

観
光
で
は
、
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
で

培
っ
た
地
域
の
連
携
を
継
続
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

「
仙
台
・
宮
城
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
進
協
議
会
」
に
参
画
し
、「
仙
台
・

宮
城
【
伊
達
な
旅
】
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

活
動
を
通
し
て
、
市
民
と
観
光
関
係

者
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。
現
在
、「
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

の
あ
る

ま
ち
白
石
」
と
し
て
、
昨
年
度
に
購

入
し
た
甲
冑
を
商
店
街
お
よ
び
市
内

の
企
業
な
ど
に
無
料
で
貸
し
出
す
事

業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。「
観
光
都

市
し
ろ
い
し
」
を
広
く
発
信
し
な
が

ら
、
市
民
と
と
も
に
に
ぎ
わ
い
を
創

出
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
白
石
駅
前
の
観
光

拠
点
と
し
て
整
備
し
た
「
小
十
郎
プ

ラ
ザ
」
を
活
用
し
、
白
石
城
主
片か
た

倉く
ら

小こ

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

公
を
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
小
十
郎
関
連
グ
ッ
ズ
の

新
た
な
開
発
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
生
涯
学
習
の
場
」「
地
域

間
交
流
の
場
」
と
な
る
ホ
ワ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
の
ア
リ
ー
ナ
を
活
用
し
た

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に
協
力

し
、交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
宮
城
県
中
体
連
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
宮
城
県
男
女

総
合
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　

地
元
商
店
組
合
な
ど
が
行
う
中
心

商
店
街
活
性
化
に
関
す
る
事
業
な
ど

に
対
し
、
商
店
街
活
性
化
対
策
助
成

金
を
交
付
す
る
な
ど
、
商
工
会
議
所

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
に
ぎ
わ

い
の
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、官
民
協
働
で
組
織
す
る「
中

心
市
街
地
の
賑に
ぎ

わ
い
づ
く
り
研
究

会
」
の
取
り
組
み
を
継
続
支
援
し
、

民
間
の
発
想
を
活
か
し
た
活
気
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
経
済
対
策

　

本
市
独
自
の
再
就
職
促
進
奨
励
金

制
度
な
ら
び
に
中
小
企
業
振
興
資
金

に
お
け
る
融
資
限
度
額
を
維
持
し
、

保
証
料
の
全
額
補
給
を
継
続
し
ま
す
。

●
農
業
の
振
興

　

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の
「
米
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
と
水
田
利
活

用
自
給
力
向
上
事
業
」
を
Ｊ
Ａ
と
の

連
携
に
よ
り
、
生
産
者
と
一
体
と
な

り
円
滑
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
独
自
の
農
林
振
興
施
策

で
あ
る
、
地
域
農
業
の
活
性
化
な
ど

を
支
援
す
る
「
地
域
農
業
い
き
い
き

推
進
事
業
」
や
農
地
の
集
積
化
を
加

速
さ
せ
る
「
農
用
地
利
用
集
積
奨
励

事
業
」
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
持
続
的
な
農
業

振
興
を
図
る
た
め
、「
農
林
作
物
鳥
獣

害
防
止
対
策
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
産
地
消
の
促
進
を
図

る
た
め
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

を
深
め
る
と
と
も
に
、
産
直
所
へ
の

支
援
を
強
化
し
ま
す
。　

■
し
ん
ら
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

●
地
域
医
療
の
確
立

　

公
立
刈
田
綜
合
病
院
は
、
市
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
砦と
り
で

で
あ
り
、
今

後
も
積
極
的
な
医
師
の
招
へ
い
に
努

め
、
健
全
な
運
営
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
白
石
市
医
師
会
、

白
石
歯
科
医
師
会
お
よ
び
近
隣
の
福

祉
施
設
な
ど
と
の
地
域
連
携
を
進

め
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
保
健
事
業
の
推
進

　

本
年
度
、
新
た
に
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
医
療
費
の
適
正
化
と
健

康
づ
く
り
の
た
め
、
40
歳
お
よ
び
50

歳
の
年
齢
者
を
対
象
に
「
人
間
ド
ッ

ク
費
用
助
成
事
業
」を
開
始
し
ま
す
。

●
防
犯
防
災
対
策

　

自
主
防
災
組
織
は
、
現
在
73
自
治
会

と
な
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
組
織
づ
く

り
を
支
援
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織

活
動
助
成
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
備
え
18
の
団
体

と
相
互
援
助
お
よ
び
応
急
生
活
物
資

供
給
な
ど
に
関
し
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
、
団
体

な
ど
と
協
定
を
締
結
し
、
市
民
の
安

全
・
安
心
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
資
器
材
を
計
画
的
に
備

蓄
す
る
な
ど
、
防
災
関
係
機
関
と
の

防
災
体
制
の
連
携
強
化
を
図
り
、
行

政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
計
画
的

で
柔
軟
な
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
し
ろ
い
し
安
心
メ
ー
ル
」
を
継
続

し
、
不
審
者
情
報
や
災
害
情
報
な
ど
、

行
政
と
市
民
が
素
早
く
情
報
の
共
有

を
図
る
こ
と
に
よ
り
防
犯
、
防
災
意

識
を
高
め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
環
境
対
策

　

良
好
な
環
境
を
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
昨
年
度
策
定
し
た
第
２

次
環
境
基
本
計
画
に
沿
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
る

「
し
ろ
い
し 

エ
コ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

」

（
愛
称
：
も
っ
た
い
な
い
運
動
）
は
、

さ
ら
に
環
境
に
配
慮
し
た
事
務
・
事

業
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
守
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
お
よ

び
事
業
者
の
方
々
の
理
解
と
協
力
を

い
た
だ
き
、
今
後
と
も
ご
み
の
減
量

化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
生
ご
み
減
量
化
の
促

進
を
図
る
た
め
の
、電
気
式
生
ご
み
処

理
機
購
入
助
成
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
循

環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
、
市
民
の

環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
お
よ
び

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
推
進

を
図
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
を
創
設
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
し
ろ
い
し
サ
ン
キ
ュ
ー

よ
る「
市
民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
地
域
で
の
懇
談
会
な
ど

を
開
催
し
な
が
ら
、
本
市
の
将
来
像

を
総
合
的
に
と
ら
え
た
、
市
民
に
分

か
り
や
す
い
総
合
計
画
と
し
て
本
年

度
に
策
定
し
ま
す
。

元
気
で
活
気
あ
る
白
石
市
の
実
現

　

本
年
度
の
施
策
を
着
実
に
実
行

し
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
健
全
財
政

に
努
め
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
、

「
４
万
人
都
市
の
復
活
」
を
願
い
な

が
ら
一
歩
一
歩
前
進
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
直
接
お
伺
い

す
る
「
わ
い
わ
い
ト
ー
ク
」
を
引
き

続
き
実
施
し
、
事
業
の
見
直
し
や
社

会
の
変
化
に
あ
っ
た
施
策
を
取
り
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
戦
国
武
将
ブ
ー
ム
に
よ
る

「
片
倉
小
十
郎
公
」
と
「
白
石
温う
ー

麺め
ん

」

の
人
気
が
続
い
て
お
り
、
大
勢
の
観

光
客
に
お
い
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
ブ
ー
ム
と
本
市
の
施
設
や

歴
史
な
ど
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活

か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
「
元
気
で
活
気
あ
る
白
石
市
」

の
実
現
の
た
め
、
全
力
で
市
政
を
執

行
す
る
決
意
で
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
市

行
政
全
般
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進

　

平
成
17
年
度
策
定
の
「
白
石
市
行

財
政
改
革
推
進
計
画
（
集
中
改
革
プ

ラ
ン
）」
に
基
づ
き
、
業
務
の
民
間

委
託
や
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
計
画
が
、
平

成
21
年
度
末
で
計
画
期
間
終
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
効

果
を
再
検
証
し
、
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
限
ら
れ
た

財
源
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新
た
に

策
定
し
ま
し
た
、
本
年
度
か
ら
平
成

24
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
、

同
プ
ラ
ン
【
改
訂
版
】
に
基
づ
き
、

よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
を
強
力
に

推
進
し
ま
す
。

　

行
政
の
透
明
性
向
上
と
職
員
の
意

識
改
革
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
き
た
事
務
事
業
評
価
に
つ

い
て
も
、
さ
ら
に
制
度
の
改
善
・
改

良
を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

と
向
上
に
努
め
ま
す
。

第
５
次
白
石
市
総
合
計
画
の
策
定

　

平
成
13
年
度
を
初
年
度
と
し
た
第

４
次
白
石
市
総
合
計
画
は
、
本
年
度

に
終
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
を
目

標
年
次
と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
の

策
定
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
政
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
共
汗
・
共
学
・
共
生
」
に

ロ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
認
定
し
た
地
域
住

民
や
企
業
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
道

路
の
清
掃
・
緑
化
作
業
を
行
い
、
住

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
と
良
好
な
都

市
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

快
適
な
市
民
生
活
の
向
上
と
自
然

環
境
の
保
全
の
た
め
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
を
図
る
設
置
助
成
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

●
都
市
基
盤
の
整
備

　

市
街
地
全
域
を
網
羅
す
る
た
め
の

第
２
循
環
道
路
、都
市
計
画
道
路「
沖

の
沢
郡
山
線
」
の
本
年
度
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
道
、
農
道
の
改
良

お
よ
び
舗
装
工
事
も
、
鋭
意
取
り
組

み
ま
す
。
さ
ら
に
、
田
町
地
区
の
公

共
下
水
道
雨
水
幹
線
工
事
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

アテネにアニメスタジオが誕生アテネにアニメスタジオが誕生
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　第 2回鬼小十郎まつり第 2回鬼小十郎まつり
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民生費　37億4,454万6千円（29.6％）

総務費　17億5,525万8千円（13.9％）

公債費　17億4,004万1千円（13.7％）

衛生費　16億1,939万3千円（12.8％）

土木費　12億9,640万円（10.2％）

教育費　11億1,775万8千円（8.8％）

商工費　4億4,295万8千円（3.5％）

消防費　3億9,386万3千円（3.1％）
農林水産業費　3億4,399万9千円（2.7％）

議会費　1億7,475万5千円（1.4％）
その他　2,522万6千円（0.3％）

・保育園や児童館の運営と子育て支援費
 5億7,470万円
・後期高齢者医療費 4億7,053万円
・生活保護費 4億6,527万円
・介護保険特別会計繰出金 4億4,322万円
・障害者自立支援費 4億396万円
・乳幼児医療費助成などの児童措置費
 3億9,072万円
・国民健康保険特別会計繰出金 2億8,921万円
・長寿福祉費 2億2,351万円

・スパッシュランド、白石城などの管理運営
 1億2,929万円
・ホワイトキューブのイベントや管理運営
 1億2,106万円

・予防接種、各種検診事業 1億4,582万円
・生活環境保全経費 9,198万円
・ごみ収集委託経費 7,630万円
・「シリウス」の管理運営 3,024万円

・下水道事業会計補助金 5億6,724万円
・沖の沢郡山線街路整備 2億7,546万円

・学校給食センターの管理運営 2億8,211万円
・教育施設の管理運営 1億1,401万円

平成22年度一般会計予算は

１２６１２６億５，４１９万７千円億５，４１９万７千円
実質規模で６年連続のマイナス予算

　一般会計、特別会計、企業会計を合わせた平成22年度予算総額は229億2,245万7千円で、前年度当初　一般会計、特別会計、企業会計を合わせた平成22年度予算総額は229億2,245万7千円で、前年度当初
予算額と比較すると0.9%、2億550万3千円の減額となっています。うち一般会計は126億5,419万7千円で、予算額と比較すると0.9%、2億550万3千円の減額となっています。うち一般会計は126億5,419万7千円で、
前年度と比較すると2.6%、3億3,134万6千円の減額となり、実質規模では６年連続のマイナス予算とな前年度と比較すると2.6%、3億3,134万6千円の減額となり、実質規模では６年連続のマイナス予算とな
りました。りました。
 　なお、一般会計予算の内容については、本市のホームページでもご覧いただけます。 　なお、一般会計予算の内容については、本市のホームページでもご覧いただけます。
●ホームページURL●ホームページURL　　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/zaisei/yosan/index.htmlhttp://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/zaisei/yosan/index.html

問財政課　☎２２－１３３２問財政課　☎２２－１３３２
一般会計　歳入

一般会計　歳出

一
般
会
計
歳
入

　

一
番
大
き
い
割
合
を
占
め
る
の
が

地
方
交
付
税（
全
体
の
33
・
２
％
）で
、

次
は
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
市

税
（
全
体
の
31
・
０
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
全
国
ベ
ー

ス
で
前
年
度
比
６
・
８
％
の
増
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
全
国
ベ
ー
ス

の
伸
び
と
こ
れ
ま
で
の
交
付
実
績
な

ど
を
考
慮
し
て
、前
年
度
比
５
・
０
％

増
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
市
税
は
厳

し
い
経
済
情
勢
を
反
映
し
、
前
年
度

と
比
較
し
て
２
・
５
％
、
１
億
33
万

円
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

財
源
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、臨

時
財
政
対
策
債
を
前
年
度
比
１
億
円

増
額
し
た
り
、市
の
貯
金
に
当
た
る

減
債
基
金
な
ど
か
ら
７
億
９
６
２
万

円
を
取
り
崩
し
た
り
す
る
な
ど
、厳

し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
自
主
財
源
と
依
存
財
源

　

自
主
財
源
と
は
、地
方
公
共
団
体

が
自
主
的
に
収
入
す
る
財
源
の
こ
と
。

市
税
、分
担
金
負
担
金
、使
用
料
・
手

数
料
、財
産
収
入
、寄
付
金
、繰
入
金
、

繰
越
金
、諸
収
入
が
こ
れ
に
当
た
り
、

歳
入
予
算
に
占
め
る
割
合
は
、43
・

４
％
で
54
億
８
、５
０
８
万
円
に
な

り
ま
す
。前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

し
て
７
億
１
、２
６
８
万
円
減
少
し
、

割
合
も
４
・
３
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
と
は
、国
や
県
な
ど
の

意
思
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付

さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
し

て
地
方
公
共
団
体
が
得
る
財
源
の
こ

と
で
、自
主
財
源
以
外
の
も
の
が
当

た
り
ま
す
。歳
入
予
算
に
占
め
る
割

合
は
、56
・
６
％
で
71
億
６
、９
１
２

万
円
に
な
り
ま
す
。前
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
て
３
億
８
、１
３
４
万

円
増
加
し
、割
合
も
４
・
３
％
増
加

し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

　

一
昨
年
来
の
景
気
の
低
迷
は
、
本

市
に
お
い
て
も
市
税
収
入
の
減
収
に

と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
保
障
関
係
経
費

の
増
加
な
ど
財
政
負
担
を
押
し
上
げ

る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
集
中
改

革
プ
ラ
ン
【
改
訂
版
】
に
基
づ
き
、

物
件
費
な
ど
の
経
常
的
経
費
の
縮
減

に
努
め
な
が
ら
、「
４
万
人
都
市
復

活
大
作
戦
」
の
４
つ
の
柱
「
し
あ
わ

せ
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
ま
ち　

し
ろ
い

し
」、「
ろ
ま
ん
た
だ
よ
う
城
下
町　

し
ろ
い
し
」、「
い
き
い
き
と
の
び
ゆ

く
ま
ち　

し
ろ
い
し
」、「
し
ん
ら
い

と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち　

し
ろ
い

し
」
を
推
進
す
る
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
目
的
別
歳
出

　

民
生
費
の
割
合
が
最
も
高
く
全
体

の
29
・
６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
特
別

対
策
事
業
や
介
護
保
険
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
、
広
域
連
合
へ
の
負
担
金

や
特
別
会
計
繰
出
金
な
ど
の
後
期
高

齢
者
医
療
費
関
係
費
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な
ど
の
扶
助
費
の

増
加
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
が
大
幅
に
減
額
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
度
比

０
・
７
％
、
２
、
５
０
５
万
円
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
衛
生
費
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
経
費
や
総
務
費
か
ら
移

行
し
た
白
石
市
外
二
町
組
合
負
担
金

な
ど
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
90
・
２
％
、
７
億
６
、
７
９

２
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

■目的別グラフ■目的別グラフ

■性質別グラフ

【
特
別
会
計
】

72
億
５
、９
３
８
万
円

　

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
一

般
の
歳
入
歳
出
と
区
分
し
て
経
理

す
る
会
計
で
す
。
本
市
で
は
５
つ

の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

１
．
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

40
億
６
、６
０
３
万
円

自
営
業
な
ど
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
病

気
、
け
が
の
治
療
な
ど
に
必
要

な
保
険
給
付
を
行
い
ま
す
。

２
．
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計

　
　

２
２
９
万
円

白
石
市
地
方
卸
売
市
場
の
光
熱

水
費
や
修
繕
な
ど
を
行
い
ま
す
。

３
．
老
人
保
健
特
別
会
計

　
　

１
０
３
万
円

老
人
保
健
制
度
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
医
療
給
付
支
払
い
業
務
が

本
年
度
ま
で
措
置
さ
れ
ま
す
。

【一般会計】
　　市の会計の中心となるもので、市行政運営の基本的な経費を計上した会計です。市税などを財源として、市の会計の中心となるもので、市行政運営の基本的な経費を計上した会計です。市税などを財源として、
社会福祉や環境保全などの事業のほか、学校や道路、住宅などの整備を行います。社会福祉や環境保全などの事業のほか、学校や道路、住宅などの整備を行います。

４
．
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　

28
億
１
０
５
万
円

主
に
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を

受
け
た
方
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
と
き
の
給
付
や
、

介
護
予
防
事
業
、
総
合
支
援
事

業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

５
．
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　

３
億
８
、８
９
８
万
円

75
歳
以
上
の
方
の
医
療
給
付
が

広
域
連
合
で
運
営
さ
れ
る
た

め
、
主
に
徴
収
し
た
保
険
料
を

広
域
連
合
へ
納
付
し
ま
す
。

【
企
業
会
計
】

　

30
億
８
８
８
万
円

　

独
立
採
算
を
基
本
と
し
、
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
適
用
さ
れ
る
公
営
企
業
の
会
計

で
す
。

１
．
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
支
出

  

９
億
４
、３
２
７
万
円

　

資
本
的
支
出

  

２
億
９
、０
６
１
万
円

水
道
関
係
の
各
種
手
続
き
、
水

道
施
設
の
敷
設
や
維
持
管
理
な

ど
を
行
い
ま
す
。

２
．
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
支
出

 

８
億
９
、５
９
６
万
円

　

資
本
的
支
出

 

８
億
７
、９
０
４
万
円

家
庭
、
工
場
の
排
水
に
よ
る
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
の
公

共
下
水
道
事
業
や
、
農
業
用
水

の
水
質
保
全
の
た
め
の
農
業
集

落
排
水
事
業
を
行
い
ま
す
。

歳入
126億5,419万7千円

国県支出金
17億6,932万2千円
（14.0％）

地方交付税
42億円
（33.2％）

市税
39億2,211万7千円
（31.0％）

繰入金
7億962万円
（5.6％）

その他
6億7,270万円
（5.2％）

その他
6億7,270万円
（5.2％）

使用料・手数料
1億9,825万7千円
（1.6％）

諸収入
5億1,668万3千円
（4.1％）

その他
1億3,839万8千円
（1.1％）

市債
5億2,710万円
（4.2％）

市債
5億2,710万円
（4.2％）

依存財源
71億6,912万2千円

自主財源
54億8,507万5千円

その他
6億7,429万8千円
（5.4％）

義務的経費
61億2,171万3千円

普通建設事業費  7億1,804万1千円
災害復旧事業費  700万円
（5.7％）

投資的経費
7億2,504万1千円

繰出金
12億347万円
（9.5％）

物件費
18億7,719万2千円
（14.8％）

補助費等
20億5,248万3千円
（16.2％）

扶助費
15億2,665万4千円
（12.1％）

公債費
17億4,004万1千円
（13.7％）

人件費
28億5,501万8千円
（22.6％）

歳出
126億5,419万7千円
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主な事業を紹介
The main businessThe main business

主
要
事
業

▲

３
月
10
日
、
白
石
第
一
小
学
校
の
４
年
生

84
人
が
、
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
を
学
ぼ

う
と
、
特
別
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
太

陽
電
池
パ
ネ
ル
に
投
光
器
の
光
が
当
て
ら

れ
る
と
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
ラ
ン
プ
が
見

事
に
点
灯
し
ま
し
た
。

■
企
業
誘
致
関
連

● 

企
業
立
地
奨
励
金

事
業
費　

１
、０
５
９
万
６
千
円

　

工
場
増
設
に
伴
い
、
増
設
し
た
建

物
の
投
下
固
定
資
産
に
課
税
さ
れ

た
、
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画

税
相
当
額
を
、
３
年
度
間
に
限
り
そ

の
企
業
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

●
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
企
業

立
地
奨
励
金

事
業
費　

２
０
０
万
円

　

市
外
か
ら
進
出
す
る
映
像
コ
ン
テ

ン
ツ
制
作
企
業
に
、
事
業
所
を
設
置

す
る
際
に
必
要
と
な
る
設
備
・
改
装

工
事
費
お
よ
び
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
機
器
購
入
費
な
ど
、
初
期
投
資
経

費
の
２
分
の
１
で
、
２
０
０
万
円
を

限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

●
市
道
鳥
越
線
道
路
改
良
事
業

事
業
費　

１
億
円

　

市
道
鳥
越
線
は
、
現
在
、
造
成
工

事
中
の
深
谷
地
区
工
業
団
地
と
国
道

４
号
を
結
ぶ
基
幹
道
路
で
あ
り
、
深

谷
小
学
校
へ
の
通
学
路
と
し
て
も
重

要
な
路
線
で
す
。

　

新
た
に
造
成
さ
れ
る
工
業
団
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
路
と
し
て
、
通
過
車
両

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
歩
行
者
お
よ
び
通
学

児
童
の
交
通
安
全
と
快
適
な
生
活
基

盤
を
確
保
し
、
地
域
活
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
お

り
、
延
長
約
８
６
０
メ
ー
ト
ル
の
歩

車
道
の
拡
幅
整
備
、
大
太
郎
川
に
架

か
る
「
妙
見
橋
」
の
架
け
替
え
な
ど

を
平
成
23
年
度
ま
で
に
行
い
ま
す
。

■
緊
急
雇
用
対
策

　

離
職
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
非

正
規
労
働
者
や
、
中
高
年
齢
者
な
ど

に
対
し
て
、
次
の
雇
用
ま
で
の
短
期

の
雇
用
・
就
業
な
ど
の
機
会
を
創
出
・

提
供
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
離
職
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
皆
さ
ま
の
生
活
の

安
定
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
雇
用
状
況
の
改
善

の
た
め
に
、
本
市
に
住
む
職
を
求
め

る
皆
さ
ま
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
で
、

雇
用
機
会
を
生
み
出
す
事
業
を
行
い

ま
す
。

●
緊
急
雇
用
創
出
事
業

事
業
費　

５
、０
５
８
万
６
千
円

　

一
般
事
務
補
助
な
ど
臨
時
職
員
の

雇
用
を
行
う
な
ど
13
事
業

　

事
業
従
事
労
働
者
数
68
人

（
う
ち
新
規
雇
用
者
数
66
人
）

●
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基

金
事
業

事
業
費　

１
、５
３
５
万
３
千
円

　

観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
事

業
な
ど
４
事
業

    

事
業
従
事
労
働
者
数
８
人

（
う
ち
新
規
雇
用
者
数
８
人
）

 

■
環
境
負
荷
軽
減

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
金事

業
費　

80
万
円

　

環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会

づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民
の
環
境
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
と
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
図
る

た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
方
に
助
成
を
行
い
ま

す
。

　

詳
し
い
助
成
事
業
の
内
容
は
、
18

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

■
食
育
推
進

●
学
校
給
食
地
場
農
畜
産
物
利

用
拡
大
事
業

事
業
費　

72
万
円

　

学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
利

用
拡
大
の
連
携
会
議
や
、「
郷
土
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
」な
ど
を
開
催
し
て
、

地
場
産
の
食
材
を
学
校
給
食
で
利
活

用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
用
地
場
産
物
の

保
護
者
・
消
費
者
へ
の
ピ
ー
ア
ー
ル

を
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

学
校
給
食
に
地
場
農
畜
産
物
を
利
用

し
た
献
立
を
導
入
し
ま
す
。

■
行
政
改
革
推
進

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図

る
た
め
に
、「
民
間
に
で
き
る
こ
と

は
民
間
に
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
行

政
と
民
間
の
役
割
分
担
を
明
確
化

し
、
委
託
化
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
施
行
さ
れ
た
「
競
争

の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改

革
に
関
す
る
法
律
」
と
、
白
石
市
行

財
政
改
革
推
進
計
画
（
集
中
改
革
プ

ラ
ン
）【
改
訂
版
】
に
基
づ
き
、
市

民
課
と
会
計
課
の
定
型
的
業
務
を
民

間
会
社
に
委
託
し
ま
す
。

●
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳

　

出
入
力
業
務
等
委
託
経
費

事
業
費　

９
７
１
万
５
千
円

  

主
に
、
届
け
出
に
伴
う
戸
籍
や
住

民
基
本
台
帳
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力

業
務
、
戸
籍
謄
抄
本
・
住
民
票
・
印

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
出
力

業
務
を
委
託
し
ま
す
。

　

窓
口
で
の
受
け
付
け
は
、
今
ま
で

通
り
市
職
員
が
担
当
し
ま
す
。

●
収
納
窓
口
業
務
委
託
経
費

事
業
費　

３
６
５
万
２
千
円

　

市
役
所
本
庁
舎
内
の
七
十
七
銀
行

派
出
所
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
市
税
な
ど
収
納
窓

口
を
開
設
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
窓

口
業
務
を
委
託
し
ま
す
。
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Special Topics3半
世
紀
を
超
え
て
も
な
お
、

受
け
継
が
れ
る
伝
統
が
こ
こ
に
あ
る
│
│

半
世
紀
を
超
え
て
も
な
お
、

受
け
継
が
れ
る
伝
統
が
こ
こ
に
あ
る
│
│

　

各
系
統
の
工
人
が
一
堂
に
会
し
、

こ
け
し
の
製
作
、販
売
を
行
い
ま
す
。

　

ち
び
っ
こ
だ
け
で
な
く
大
人
に
も

大
人
気
。
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

こ
け
し
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
人
気
の
ロ
シ
ア
の
民
芸
品
マ
ト

リ
ョ
ー
シ
カ
。
実
は
、
日
本
の
入
れ

子
式
七
福
神
こ
け
し
が
ル
ー
ツ
と
知

っ
て
い
ま
し
た
か
？　

今
年
は
、
ロ

シ
ア
か
ら
職
人
が
来
白
し
て
実
演
す

る
予
定
で
す
。
日
ロ
工
芸
品
の
コ
ラ

ボ
！
「
コ
ケ
ー
シ
カ
」
や
「
マ
ト
コ

ケ
シ
」
の
展
示
販
売
も
行
い
ま
す
。

　
「
片か
た
く
ら倉

塾
」
の
皆
さ
ん
が
制
作
し

た
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
は
思
え
な
い
素

晴
ら
し
い
甲
冑
を
試
着
し
て
み
ま
せ

ん
か
？　

子
ど
も
用
も
あ
り
、
記
念

撮
影
も
で
き
ま
す
。

　

か
つ
て
、
テ
レ
ビ
番
組
「
水
曜
ど

う
で
し
ょ
う
」で
、タ
レ
ン
ト
の
大お
お

泉い
ず
み

洋よ
う

さ
ん
も
絶
賛
し
た
白
石
温
麺
。
そ

の
お
い
し
さ
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
会
場
と
白
石
駅
・
白

石
蔵
王
駅
を
結
ぶ
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ

ー
を
運
行
し
ま
す
。
３
日
（
祝
）
は
、

中
心
市
街
地
で
春
ま
つ
り
を
開
催

し
、
甲
冑
・
稚
児
行
列
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

５
月
5
日（
祝
）か
ら
９
日（
日
）ま

で
、
壽す
ま
る丸

屋
敷
で
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

第第
5252
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

〜
ほ
ほ
え
み
の
年
輪
を
重
ね
て
〜

〜
ほ
ほ
え
み
の
年
輪
を
重
ね
て
〜 ◉開催日　５月３日（祝）・４日（祝）

◉時　間　9:00～17:00
　　　　　※３日の審査品一般見学は10:00～
◉場　所　ホワイトキューブ

　

半
世
紀
を
越
え
た
歴
史
あ
る
イ
ベ
ン
ト
「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
」。

昨
年
か
ら
会
期
を
２
日
間
に
短
縮
し
、
内
容
を
凝
縮
し
ま
し
た
。
今
年
も
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
た
催
し
を
準
備
中
で
す
。
家
族
で
１
日
中
楽
し
め
る
よ
う
に
、
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

52
回
目
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
!!

こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
け
し
が
、
全
国
か
ら
一
堂
に
会
し
ま
す

【来場者への豪華特典】【来場者への豪華特典】
　３日は、展示場・即売場一番乗りの方各１名に、１尺５寸のこけしを
プレゼント。また、先着100名には記念品をプレゼントします。

　

こ
け
し
を
題
材
と
し
た
写
真
で
あ

れ
ば
ど
ん
な
写
真
で
も
結
構
で
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
全
作
品
を
、
コ
ン

ク
ー
ル
会
場
に
展
示
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

●
応
募
規
定

　

未
発
表
の
四
ツ
切
り
（
ワ
イ
ド
四

ツ
切
り
可
）
カ
ラ
ー
・
白
黒
写
真
、

デ
ジ
カ
メ
Ａ
４
サ
イ
ズ
（
た
だ
し
、

組
み
写
真
や
ス
ラ
イ
ド
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
）

　

１
人
２
点
ま
で
応
募
可
能
。
入
賞

作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
返
却

希
望
の
場
合
は
、
返
送
料
（
切
手

１
６
０
円
分
）
を
同
封
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法

　

商
工
観
光
課
と
白
石
駅
観
光
案
内

所
に
備
え
付
け
て
あ
る
応
募
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
品
ご
と
に
裏
面
に
添
付
し
て
応
募

く
だ
さ
い
。

●
賞　

特
選
１
点
・
準
特
選
２
点【
賞

金
・
記
念
品
】、
入
賞
２
点
・
佳
作

３
点
【
記
念
品
】

●
応
募
期
限　

４
月
20
日（
火
）必
着

【第17回白石市地場産品まつりも同時開催】【第17回白石市地場産品まつりも同時開催】
　本市や近隣市町などの地場産品が一堂に会します。

※ 

都
合
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
が
一
部
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

弥治郎系

　

頭
が
大
き
く
、
頭
頂
に
は
二
重
三
重
の

ろ
く
ろ
模
様
を
描
き
、
ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ

っ
て
い
る
よ
う
。
胴
に
も
幅
広
い
ろ
く
ろ

模
様
や
花
を
描
く
。

　

頭
は
大
き
く
胴
は
比
較
的
細
い
。
頭
に

描
く
放
射
状
の
手て

が

ら絡
や
三
日
月
系
の
目
、

胴
模
様
に
は
菊
や
桜
、
独
特
な
色
が
組
み

合
わ
さ
っ
た
ろ
く
ろ
線
に
特
徴
が
あ
る
。

　

胴
は
非
常
に
細
く
肩
に
段
が
あ
る
か
、

ろ
く
ろ
線
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
か
で
あ

る
。
胴
模
様
は
梅
や
桜
を
図
案
化
し
た
も

の
が
多
く
、
カ
ニ
に
似
た
菊
を
描
く
。

　

は
め
込
み
の
形
態
に
技
巧
を
凝
ら
し
、

頭
を
回
す
と
キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と
音
が
鳴
る
。

胴
は
太
く
、
中
程
は
少
し
細
く
肩
は
張
っ

て
い
る
。
頭
に
水
引
手
と
呼
ば
れ
る
独
特

の
前
髪
を
描
く
。
胴
模
様
に
特
有
の
菊
・

楓か
え
で

・
牡ぼ

た

ん丹
な
ど
が
多
い
。

　

青
根
温
泉
か
ら
技
術
を
伝
承
し
た
こ
と

か
ら
、
遠
刈
田
系
の
分
化
系
統
と
い
え
る
。

基
本
形
態
は
遠
刈
田
系
だ
が
、
土
湯
工
人

の
影
響
も
付
加
し
確
立
さ
れ
た
。
胴
は
太

く
模
様
は
重
ね
菊
や
桜
崩
し
、
牡
丹
な
ど

で
、
色
調
に
独
自
の
味
わ
い
が
あ
る
。

　

山
形
県
大
蔵
村
肘
折
温
泉
で
形
成
さ
れ
、

鳴
子
・
遠
刈
田
系
の
流
れ
を
く
む
。
直
胴

で
太
く
、
肩
に
段
が
あ
る
。
色
彩
・
表
情

と
も
に
個
性
的
で
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
。

　

鳴
子
系
か
ら
分
化
し
た
と
い
わ
れ
、
秋

田
県
雄
勝
郡
皆
瀬
村
木
地
山
が
発
祥
地
。

胴
模
様
は
写
実
的
で
、
菊
・
前
垂
れ
・
し
ま
・

梅
鉢
な
ど
の
着
物
姿
に
特
色
が
あ
る
。

　

頭
頂
に
蛇
の
目
模
様
、
か
せ
を
描
き
髪

飾
り
が
な
い
の
が
特
徴
。
直
胴
で
返
し
ろ

く
ろ
と
い
う
線
が
屈
折
し
て
、
稲
妻
的
に

表
現
さ
れ
る
独
特
な
模
様
を
配
す
る
。

　

岩
手
県
に
「
キ
ナ
キ
ナ
」
と
い
う
お
し

ゃ
ぶ
り
（
木
地
玩
具
）
が
あ
る
。
肩
が
丸

く
胴
が
く
び
れ
、
頭
を
振
る
と
揺
れ
る
玩

具
か
ら
発
展
し
た
。
描び

ょ
う
さ
い彩
を
施
さ
ず
木
肌

の
美
し
さ
を
観
賞
す
る
も
の
と
、
鳴
子
・

遠
刈
田
系
の
描
彩
の
影
響
を
受
け
た
も
の

の
２
種
が
あ
る
。

　

青
森
県
黒
石
市
や
弘
前
市
な
ど
が
中
心

産
地
。
表
現
様
式
が
多
様
で
、
伝
統
性
よ

り
も
個
人
差
が
目
立
つ
。
泥
臭
さ
の
中
に

も
、
ね
ぶ
た
絵
や
ア
イ
ヌ
模
様
か
ら
影
響

を
受
け
た
、
津
軽
の
風
土
色
が
濃
い
。

遠刈田系山形
作並系鳴子系蔵王

高湯系

肘折系木地山系土湯系南部系津軽系

▲実演には多くの人が集まります

●写真応募・問い合わせ先
　〒989-0292　白石市大手町１番１号　全日本こけしコンクール事務局（商工観光課内）　☎２２─１３２１
　※写真コンクール応募用紙のダウンロードはこちら　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/shoukan/

■コンクール会場に出掛ける前に…ご存じですか？　伝統こけしの10系統

※伝統こけしのほか、新型・創作こけしや木地玩具などの展示・販売も行います。

こ
け
し
の
実
演
販
売

こ
け
し
の
絵
付
け
体
験

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
博
覧
会

甲か
っ
ち
ゅ
う冑

試
着
コ
ー
ナ
ー

白
石
温う
ー
め
ん麺
食
堂

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

第
12
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
！

５
日
か
ら
入
賞
作
品
展
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Special Topics4Special Topics4 上下水道料金を改定します

道
は
市
民
の
生
活
や
社
会
活

動
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
施

設
で
す
。
本
市
で
は
「
安
全
で
安
心

な
水
」
を
、
皆
さ
ま
に
常
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
29
年

４
月
の
市
政
施
行
と
同
時
に
一
部
給

水
を
開
始
し
て
以
来
、
市
政
の
発
展

と
と
も
に
、
５
次
に
わ
た
る
拡
張
事

業
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
未
給
水
地

区
の
整
備
拡
充
と
配
水
池
な
ど
の
施

設
の
整
備
に
努
め
、
平
成
20
年
度
末

現
在
の
水
道
普
及
率
は
、
96
・
97
㌫

平
成
22
年
４
月
使
用
分
（
５
月
請
求
分
）
か
ら

上
下
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

問
上
下
水
道
事
業
所　

☎
２
５
―
５
５
２
２　

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、
使
用
者
の

皆
さ
ま
に
水
を
供
給
し
、
そ
の
対
価

と
し
て
水
道
料
金
を
徴
収
し
て
経
営

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、「
独
立
採

算
の
原
則
」
が
あ
り
、
常
に
経
済
性

を
追
求
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
経
営

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
の
水
道
事
業
は
、
平
成
７

年
４
月
の
料
金
改
定
以
降
、

事
務
の
効
率
化
や
職
員
数
の
減
な
ど

経
費
の
削
減
に
努
め
、
現
行
の
料
金

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
給
水
人
口
の
減

少
や
節
水
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、

料
金
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
平
成
18
年
度
以
降
の
事
業
決
算

で
は
赤
字
決
算
と
な
り
、
今
後
も
料

市
の
下
水
道
は
昭
和
63
年
度

よ
り
整
備
を
進
め
、
平
成
20

年
度
末
現
在
で
約
２
万
２
千
人
の
市

民
の
皆
さ
ま
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
美
し
い
自
然
や
大
切
な
生

活
環
境
を
守
り
、
快
適
な
市
民
生
活

を
送
る
た
め
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
都
市
施
設
で
す
。

水
道
事
業
は
、
水
道
事
業
と

同
じ
く
独
立
採
算
の
原
則
に

基
づ
き
運
営
す
る
た
め
、
家
庭
や
事

業
所
か
ら
出
る
汚
水
の
排
除
や
処
理

に
要
す
る
費
用
は
、
使
用
者
か
ら
徴

収
す
る
使
用
料
で
賄
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
景
気
の
低
迷
や
水
需
要

の
減
少
に
よ
り
収
入
は
伸
び
悩
み
、

本
来
は
使
用
料
で
賄
う
べ
き
経
費
に

つ
い
て
も
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
で
補
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
一
般
会
計
で
実

施
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、
下
水
道
が
未
整
備

の
地
域
の
方
の
負
担
も
増
大
し
、
負

担
の
公
平
性
の
原
則
か
ら
も
適
正
を

欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
健
全
な
管
理
運
営
を
今
後
も

維
持
す
る
た
め
に
、
使
用
料
を
改
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
改
定
は
、
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
に
つ
い
て

も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

引
っ
越
し
な
ど
で
上
下
水
道
の
利

用
を
や
め
た
い
と
き
や
開
始
し
た
い

と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
印

鑑
を
持
参
の
上
、
上
下
水
道
事
業
所

ま
た
は
市
役
所
２
階
都
市
整
備
課
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
止
届
の
提
出
が
な
か
っ
た
り
遅

れ
た
り
す
る
と
、
水
道
を
使
用
し
て

い
な
い
月
も
料
金
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
の
み
で
の
受

け
付
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
度
に
工
事
を
行
っ
た
次

の
区
域
で
、
３
月
31
日
か
ら
公
共
下

水
道
へ
の
接
続
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
該
当
す
る
区
域
の
皆
さ

ま
に
は
、
受
益
者
負
担
金
や
排
水
設

備
工
事
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
水
道
の
処
理
区
域
に
な

っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
さ
れ

る
方
は
、
そ
の
資
金
の
一
部
を
金
融

機
関
か
ら
無
利
子
で
借
り
入
れ
ら
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
工
事
の
依
頼
は
、

市
公
認
の
排
水
設
備
等
工
事
業
者
に

直
接
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

●
３
月
31
日
か
ら
の
供
用
開
始
区
域

　

東
町
五
丁
目
の
一
部
、
八
幡
町
の

一
部
、
城
南
一
丁
目
の
一
部
、
田
町

三
丁
目
の
一
部
、
大
平
森
合
字
森
合

沖
の
一
部

※
す
で
に
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
ま

だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早

期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

広
報
し
ろ
い
し
２
月
号
や
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
通
り
、
４
月
使
用
分
（
５
月
請
求
分
）
か
ら
上
下
水
道
料
金

を
改
定
し
ま
す
。
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
安
全
で
お
い
し

い
水
と
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

金
収
入
の
増
加
は
見
込
め
な
い
状
況

で
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
老
朽
管
の

更
新
や
耐
震
化
に
よ
る
敷
設
替
え
な

ど
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今

後
も
「
水
」
を
安
定
供
給
し
て
い
く

た
め
に
は
、
現
行
の
料
金
で
は
費
用

の
確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
り
、
今

回
の
改
定
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
経
費
の
削
減
な
ど
事
業

の
健
全
化
を
行
い
、
よ
り
一
層
の
経

営
改
善
に
努
め
ま
す
。
安
全
で
お
い

し
い
水
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

■上下水道料金の計算例（１カ月当たり）
一般家庭で20立方㍍を使用した場合
○上水道料金（口径13㎜）
　基本料金10立方㍍まで 1,850円…①
　水量料金（超過分）　195円×10立方㍍＝1,950円…②
　合計　①＋②＝3,800円×1.05（消費税）＝3,990円

　３月までは3,517円（473円の増）
○下水道使用料
　基本使用料10立方㍍まで 1,400円…③
　超過使用料　150円×10立方㍍＝1,500円…④
　合計　③＋④＝2,900円×1.05（消費税）＝3,045円

　３月までは2,782円（263円の増）
○上水道料金＋下水道使用料
　合計　上水道3,990円＋下水道3,045円＝7,035円

３月までは6,299円（736円の増）
※１円未満の端数があるときは、それぞれ切り捨てます。

表１　上水道料金表（消費税別）　　　　　　　　　　　【単位：円】
基本料金（１カ月につき）

口径 基本水量 改定前 改定後
13㎜

10 立方㍍まで

1,650 1,850
20 ㎜ 3,200 3,600
25 ㎜ 5,200 6,000
30 ㎜ 9,400 10,800
40 ㎜ 12,500 14,400
50 ㎜ 20,000 23,000
75 ㎜ 48,000 55,500
100 ㎜ 82,000 95,000

水量料金（１カ月１立方㍍につき）
区分 段階別 改定前 改定後

一
般
用

第１段 10立方㍍を超え、
20立方㍍までの分 170 195

第２段 20 立方㍍を超え、
50立方㍍までの分 230 260

第３段 50 立方㍍を超える分 290 330

特
殊
用

用途 使用水量 改定前 改定後
プ ー ル 用

10立方㍍を超える分
210 240

公衆浴場用 170 195
臨 時 用 350 400

表２　簡易水道料金表（消費税別）【単位：円】

基本料金（１カ月につき）

口径 基本水量 改定前 改定後

13㎜

10 立方㍍まで

900 1,050

20 ㎜ 1,700 2,000

25 ㎜ 2,600 3,050

30 ㎜ 4,700 5,500

40 ㎜ 6,200 7,300

50 ㎜ 9,800 11,500

75 ㎜ 23,000 27,000

100 ㎜ 40,000 47,000

水量料金（１カ月１立方㍍につき）

区分 使用水量 改定前 改定後

一般用 10立方㍍を
超える分

90 105

臨時用 220 260

※料金は、基本料金と水量料金の合計額となります。

表３　下水道使用料金表（消費税別）　　　　　【単位：円】
区分 排出汚水量 改定前 改定後
基本
使用料 10立方㍍まで 1,300 1,400

超過
使用料

10 立方㍍を超え、
20 立方㍍まで 135 150

20 立方㍍を超え、
50 立方㍍まで 150 165

50 立方㍍を超え、
200 立方㍍まで 160 175

200立方㍍を超えるもの 170 185

※料金は、基本使用料と超過使用料の合計額となります。

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制

◉
改
定
の
理
由

収
入
減
と
老
朽
化
し
た

施
設
を
修
繕
す
る
た
め
に

水
道
事
業

平
均
改
定
率
は

・
上
水
道　
　

13
・
27
㌫

・
簡
易
水
道　

16
・
71
㌫

※
詳
細
は
、
表
１
・
表
２
の
通
り
で
す
。

下
水
道
事
業

平
均
改
定
率
は　

９
・
09
㌫

※
詳
細
は
、
表
３
の
通
り
で
す
。

豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め

◉
改
定
の
理
由

収
入
減
と
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
抑
え
る

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が

新
た
に
可
能
と
な
り
ま
す

上
下
水
道
の
開
始
・
中
止

の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

※他市町の料金・使用料は平成 22年３月１日現在のものです。

水

本

本

下

■近隣市町との比較
　一般的な家庭の平均使用水量である 20 立方㍍を使
用した場合の料金（口径 13 ㎜）

村
田
町

丸
森
町

角
田
市

大
河
原
町

川
崎
町

白
石
市

（
改
定
後
）

白
石
市

（
改
定
前
）

蔵
王
町

柴
田
町

：水道料金

：下水道使用料
（円）
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Topics皆さんからのすてきな情報を待っています！Topics まちかど　  ームイン！ズ

親子で楽しく、元気いっぱい踊ったよ！
あきらちゃん＆ラーメンちゃんふれあいコンサート

おばあちゃん、100歳おめでとう！
髙
たか

橋
はし

たきさんに祝詞と松竹梅敬老祝金

　３月７日、壽丸屋敷で５回目となる「白石城下わらべ
まつり」が開催され、市内外から参加した親子連れなど
約60人が、童謡や民話などでひなまつりを満喫しました。
　この催しは、白石まちづくり（株）が主催したものです。
潮風の会による篠

しの

笛
ぶえ

演奏や、腹話術で語られる民話、女
性アンサンブルグループ「フェリーチェ」による美しい
歌声などが披露されました。別の部屋では折り紙コーナ
ーも設けられるなど、子どもたちが充実して楽しく過ご
せる内容。会場内に飾られた多数のひな人形が、子ども
たちの笑顔を優しく見守っていました。

　３月４日、越河保育園の園児23人が越河地区を巡回し
て「火の用心」を呼び掛けました。この活動は春の火災
予防運動にちなんで、地元の消防団や婦人防火クラブの
皆さんと一緒に毎年行っています。
　関
かん

東
とう

香
か

代
よ

子
こ

園長が「皆さんが火事に遭わないように元
気な声で伝えましょう」とあいさつ。園児たちも「火遊
びはしません。お父さんやお母さんの教えを守ります」
と、防火の誓いを行い出発しました。おそろいの法被を
身にまとった園児たちは、拍子木を打ち鳴らしながら、
元気な声で「火の用心」と呼び掛けていました。

　３月10日、中央公民館で「あきらちゃん＆ラーメンち
ゃん子育てふれあい‘ほっぷんちょ’コンサート」を開
催しました。‘ほっぷんちょ’は、子育てに関する情報
や学びの場を提供しながら、子育て中の皆さんを応援す
る広場です。「家庭の日」の制定記念事業として開催し
た今回のコンサートには、約100人の親子連れなどが参
加しました。あきらちゃんとラーメンちゃんが繰り出す
楽しい歌やお話、東保育園の園児11人がお手本で踊った
「白石うーめん体操」など、元気いっぱいの歌や踊りで
会場は終始笑顔であふれていました。

　３月14日に満100歳を迎えた髙橋たきさんを風間市長
が訪ね、祝詞と松竹梅敬老祝金を贈りご長寿を祝福しま
した。現在は八宮荘に入所中のたきさん。小さいころは
走るのが速く、白石の代表として大会に出場しました。
また、水泳も得意で、おぼれた子どもを助けて田んぼを
いただいたという逸話もあるそうです。
　「78歳で海外旅行するほど元気で厳しく育てられまし
たが、それが今に役立っています」と話してくれたのは、
娘の荒

あら

井
い

幸
ゆき

江
え

さん。この日はひ孫の来
くる

未
み

ちゃんも訪れ、
「100歳おめでとう」と花束を手渡していました。

元気な声で「火の用心！」
越河保育園の園児たちが地域を巡回

伝統のひなまつりを風情ある旧家が見事に演出
壽
す

丸
まる

屋敷で「白石城下わらべまつり」を開催

種目を越えて　楽しく仲間づくり！
第19回白石市スポーツ少年団本部交流大会

感謝の気持ちを受け継いで
東中学校の３年生が出身小学校などで奉仕作業

　２月16日、白石女子高等学校（須
す

藤
とう

亨
とおる

校長）の体育館
で、沖縄の伝統芸能「エイサー」の発表会が開催されま
した。
　２年生207人の必修体育のダンスとして、平成20年度
までの修学旅行先であった沖縄のエイサーの舞を採用。
昨年11月からクラスごとに練習を重ねてきました。
　また１月には、創作エイサーの指導者である上

うえ

里
ざと

好
よし

博
ひろ

さんを招き講習会も行いました。発表会では、音楽を選
択科目としている28人が伴奏を担当。沖縄の伝統楽器
「三

さん

線
しん

」と歌を演奏し、勇壮優美な舞を披露しました。

　ホワイトキューブで２月21日、第17回白石市生涯学習
フェスティバル実行委員会が主催するベガルタ仙台サッ
カー教室が開催されました。
　約50人が参加した今年の教室では、ボールコントロー
ルを中心とした練習を行った後、高学年と低・中学年の
２つのグループに分かれ、５人を１チームとしてミニゲ
ームを行いました。低・中学年のグループでは、ベガル
タ仙台のコーチも子どもたちと一緒にプレー。楽しく、
分かりやすいサッカーの指導に、子どもたちは時間のた
つのも忘れて、ボールを追いかけていました。

　２月21日、ホワイトキューブで、第19回白石市スポー
ツ少年団交流大会が開催されました。
　今年で19回目となる今年の交流大会には、野球や空手、
柔道など10のスポーツ少年団から約200人の子どもたち
が参加。「ドッチビー」と「玉入れ」では、参加した子
どもたちが８つのチームに分かれ、違うスポーツをする
子どもたちが力を合わせて競い合っていました。続いて
行われた「大縄跳び」と「ぞうきん掛けリレー」は、少
年団対抗で行われ、３チームが同点で２位となり、順位
決定戦を行うほどの大接戦の大会となりました。

　東中学校（濱
はま

須
す

保
やす

雄
お

校長）の３年生124人が、卒業を
間近に控えた２月18日、出身小学校や幼稚園、保育園を
訪れ、地域への感謝を込めた奉仕作業を行いました。
　今年で３年目となるこの作業。白一小を訪れた26人は、
体育館の清掃や廊下の窓ふきを行いました。授業終了の
チャイムが鳴り、教室から出てきた児童たちは、お兄ち
ゃん・お姉ちゃんの様子を不思議そうに見つめていまし
た。作業をした北

きた

口
ぐち

いずみさん、村
むら

形
かた

真
ま

由
ゆ

香
か

さん、髙
たか

橋
はし

舞
まい

子
こ

さんは、「私たちの感謝の気持ちを、今の児童たち
も引き継いでくれたら」と笑顔で話してくれました。

サッカー好きな子どもたちが大集合！
ベガルタ仙台サッカー教室

一糸乱れぬ勇壮優美な舞を披露！
沖縄の伝統芸能「エイサー発表会」

▲園児たちの元気な声に沿道からは声援が送られました

▲東保育園の園児が白石うーめん体操を元気に披露

▲ご家族や施設の皆さんでお祝い（３月12日八宮荘にて）

▲小
お

片
がた

琴
こと

子
こ

さんは「片
かた

平
ひら

観
かん

平
ぺい

」のお話を腹話術で楽しく紹介

▲ベガルタ仙台のコーチとミニゲームをする子どもたち

▲大縄跳びでは、２分間飛びっぱなしでもうヘトヘト！

▲子どもたちに囲まれながら作業をする東中の生徒たち

▲発表会のトップをきって、２年５組がエイサーを披露！
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Arts
１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書き、
〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

応募
方法

Diary～あの日、あの時～まちの話題

International Corner国際コーナーダニーのダニーの

Essay

「人生のチェックリスト」

やるべきことは死ぬ前にたくさんあります。富士山を
登ること、ラーメン巡り、屋久島、エジプトのピラミッ
ド、スカイダイビングなど、みんなそれぞれ山ほどある
でしょう。あなたのやりたいことは何でしょうか。不況
でポジティブに考えられない、お金に余裕がないあなた
にぜひ読んでほしいです。
僕の両親の生活スタイルを例に挙げます。シドニーに

住むことは決して安くありません。ローンや税金、交通
費などの金額は、世界トップ５に入るほど高いまちです。
今の日本と同じく、両親が働かないとお金がたまりませ
ん。それでも“the best things in life are free”（人生で
最高のものはタダ）。僕の両親は、まさにこのフレーズ
を中心に生活しています。週末は近くの海辺を散歩した
り（夏なら泳いだり）、お弁当を持って公園でピクニッ
ク気分を味わったり、家族とハウスパーティーをしたり
するなど、余計なお金を使わずに充実した時間を楽しん
でいます。シドニーは海も公園も多く、毎週のように新
しい場所が発見できて退屈しません。ショッピングモー
ルやレストラン、映画館などと比べてお金はかからない

し、きれいな空気を吸いながら運動もできる健康的なラ
イフスタイルです。
ただ、両親にとって何より楽しみなことは海外巡り。
いろいろな国のアトラクションを生で見たい。だからこ
そ、お金のかからない趣味を選び、貯金したお金で旅行
をするのです。考えてみれば、３年ごとに違う国へ行け
ば、30年で10カ国近く見られます。定年退職してからで
も、80歳まで７カ国ほど行けるはずです。また、いろい
ろ経験したいと思っている方は、やりたいことのチェッ
クリストを書いて、年に１つだけでもリストから何かク
リアしてみたらどうですか。年休をあまり取らない日本
でも、これは取り過ぎではないでしょう。
ちなみにこの間、自分のチェックリストから、１件ク
リアしましたよ！　やっと樹氷を見に行きました！　樹
氷の美しさを間近で見ることができて、何かすごい達成
感を味わったし、元気付けられました。せっかくみんな
にはそれぞれの「夢」があるから、ドンドン「可能だ」
と思い、どんなに小さくてもいいから「実現」していき
ましょう！　自分のリストの次は、鳴子温泉です！

　２月20日、深谷小学校（菅
すが

原
わら

守
まもる

校長）の体育館で、「太
鼓引き継ぎ式」が行われました。
　深谷小学校では、地域の皆さんとともに全校児童で「か
さまつ太鼓」の継承に取り組んでおり、運動会や学習発
表会などで演奏を披露しています。
　６年生13人を代表して片

かた

平
ひら

ひなこさんが「６年間で太
鼓の演奏がとても好きになりました。努力は無駄ではあ
りません。伝統を守り、素晴らしい太鼓の演奏をつくり
上げてください」と、後輩たちにかさまつ太鼓の伝統を
託しました。
　続いて行われた６年生の演奏では、息のあった力強い
演奏を披露した後、太鼓のばちを１年生から５年生に引
き継ぎました。在校生を代表して５年生の亀

かめ

井
い

凌
りょう

太
た

くん

努力は無駄にならない！　伝統を守ってください！
深谷小学校で「かさまつ太鼓引き継ぎ式」

こ
っ
そ
り
と
春
の
挨
拶
ふ
き
の
と
う
手
を
さ
し
の
べ

て
握
手
し
よ
う
か 

鎌
田
ね
い
子

何
よ
り
も
美
味
と
思
え
り
白
き
飯い
い

と
ネ
ギ
入
り
納
豆

わ
が
家
の
夕ゆ
う
げ餉 

佐
藤　

啓
子

ア
ド
バ
イ
ス
の
受
け
と
り
方
を
誤
り
て
い
さ
か
い
の

後
文ふ
み

書
き
送
る 

斎
藤　

典
子

正
月
の
二
日
に
は
じ
ま
り
朝
顔
は
咲
き
継
ぎ
て
う
れ

し
三
十
一
輪
目 

山
田　
　

濱

亡
き
夫
の
手
塩
に
か
け
し
松
盆
栽
手
入
れ
届
か
ず
数

の
減
り
ゆ
く 

阿
部
は
ぎ
の

亡
き
親
の
形
見
と
の
こ
し
し
箱
の
な
か
通
い
帳
あ
り

往
時
を
偲
ぶ 

遠
藤　

行
夫

大
丈
夫
と
弾
め
る
声
に
受
話
器
か
ら
手
術
日
伝
え
し

君
今
は
な
き 

鈴
木　

茂
子

病
室
の
時
の
過
ぎ
行
く
証
な
る
か
点
滴
の
液
減
る
を

見
て
お
り 

平
間　

幸
恵

早
春
の
土
手
を
歩
め
ば
木
木
た
ち
も
蕾
い
だ
き
て
ど

こ
か
や
さ
し
も 

寺
崎　

悦
子

鉢
植
え
の
薔
薇
の
挿
し
木
に
芽
が
い
で
ぬ
春
が
き
た

ね
と
日
毎
に
な
が
む 

石
田
み
ど
り

　
　

一
首
目
、卵
形
の
先
端
を
開
き
か
け
た
こ
ろ
か
。

早
春
の
出
合
い
を
語
り
掛
け
る
よ
う
に
表
現
。

　

二
首
目
、
材
の
素
朴
な
取
り
合
わ
せ
と
、
そ
の
旨う
ま

さ
を
歌
う
。
何
に
つ
け
、
飾
ら
ぬ
良
さ
へ
の
思
い
が

あ
る
よ
う
だ
。

　

三
首
目
、
時
に
は
こ
ん
な
こ
と
も
起
こ
ろ
う
。
下

の
句
に
さ
わ
や
か
な
反
省
が
込
め
ら
れ
る
。

た
わ
た
わ
と
光
は
じ
け
て
薄
氷 

岩
松　

隆
志

学
童
の
足
軽
や
か
に
二
月
来
し 

岩
澤　

伍
峯

畦あ
ぜ

を
焼
く
神
々
の
山
前
に
し
て 

跡
部
祐
三
郎

フ
リ
ー
ジ
ア
甘
き
香
り
に
さ
そ
は
れ
て 

遠
藤
ク
ニ
子

一
湾
の
初
東
雲
に
雲
も
な
し 

服
部　

忠
孝

嘴く
ち
ば
し

を
す
っ
ぽ
り
隠
し
浮う
き
ね
ど
り

寝
鳥 

福
原　

峯
子

白
梅
の
つ
ぼ
み
ひ
ら
き
ぬ
昨
日
今
日 

制
野　

リ
エ

恋
猫
の
庭
ゆ
う
ゆ
う
と
通
り
ゆ
く 

髙
子
う
こ
ん

父
の
星
母
の
星
あ
り
冬
銀
河 

跡
部　

祐
子

寒
牡ぼ

丹た
ん

凜
と
明
日
を
照
ら
し
ま
せ 

寺
崎　

悦
子

　
　

一
句
目
、
小
川
の
岸
の
薄
氷
で
あ
ろ
う
か
。
光

り
つ
つ
岸
辺
を
離
れ
て
ゆ
く
薄
氷
の
句
。

　

七
句
目
、
梅
の
開
花
を
待
つ
作
者
の
喜
び
が
、
下

五
の
「
昨
日
今
日
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

十
句
目
、
寒
牡
丹
の
美
し
さ
と
生
命
力
に
、
畏い

敬け
い

を
込
め
た
「
照
ら
し
ま
せ
」
の
下
五
が
成
功
。

　

４
月
４
日（
日
）よ
り
市
民
俳
句
初
心
者
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
本
町
）
で
毎
月
第

１
日
曜
日
、
13
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。
俳
句
に
興
味

の
あ
る
方
は
年
齢
を
問
わ
ず
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

終
焉
の
日
ま
で
火
種
は
消
さ
ず
置
く 

草
野　
　

清

生
き
て
い
て
良
か
っ
た
見
れ
る
バ
ン
ク
ー
バ
ー

 

髙
子
う
こ
ん

吾
が
家
に
も
ひ
と
足
早
く
さ
く
ら
咲
き 

水
戸　

光
穂

他
の
痛
み
知
り
得
て
こ
そ
の
春
の
音 

寺
崎　

悦
子

ま
た
来
い
よ
可
愛
い
娘
の
里
帰
り 

百　
　

一
山

頬
被
り
思
い
懐
か
し
山
の
道 

大
庭　

良
子

初
仕
事
元
旦
か
ら
の
雪
か
き
よ 

斎
藤　

典
子

結
束
も
し
め
つ
け
過
ぎ
て
紐
も
き
れ 

遠
藤　

行
夫

ハ
イ
ハ
イ
と
受
話
器
と
る
前
返
事
す
る 

佐
藤　

啓
子

献
金
に
秘
書
の
煙
幕
無
事
通
過 

阿
部
は
ぎ
の

　
　

一
句
目
、火
種
が
あ
る
か
ら
人
は
生
き
ら
れ
る
。

た
と
え
小
さ
な
火
種
で
も
、
持
ち
続
け
る
こ
と
が
生

き
る
力
の
支
え
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

二
句
目
、
数
々
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
冬
季
五

輪
。
名
場
面
、
名
勝
負
は
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
。
茶

の
間
で
見
ら
れ
る
幸
せ
に
感
謝
。

　

三
句
目
、
桜
の
時
期
に
は
少
し
早
い
が
、
一
足
早

く
咲
い
た
の
は
、
合
格
の
桜
だ
ろ
う
。
家
族
み
ん
な

の
喜
び
も
ひ
と
し
お
。
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
乾
杯
。

が、「感謝の気持ちを込めて一生懸命演奏します」とあ
いさつ。在校生全員で、お世話になった６年生に心の込
もった太鼓の演奏を贈りました。

　

い
よ
い
よ
４
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
か

ら
社
会
人
ま
で
、
多
く
の
ピ
カ
ピ
カ

の
一
年
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

方
々
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
あ
な
た
方
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
待
ち
受
け
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に

憶
す
る
こ
と
な
く
夢
や
希
望
に
向
か

っ
て
前
進
し
、
大
い
に
経
験
を
積
み

上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
、
新
し
い
変
化

に
は
多
く
の
不
安
が
募
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
立
場
の
変
化
と
と

も
に
「
責
任
」
が
増
す

所ゆ
え
ん以
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
も
う
一
方
に
は
、
多

く
の
経
験
を
経
て
は
ぐ
く

ん
で
き
た
理
想
が
あ
る
は

ず
で
す
。

　

理
想
と
現
実
の
間
で
苦

悩
し
な
が
ら
道
を
切
り
開

い
て
い
く
こ
と
が
、「
有
意
義
で
楽
し

い
」
と
感
じ
る
か
、「
苦
痛
」
と
感
じ

る
か
、
そ
の
受
け
止
め
方
に
よ
っ
て

進
む
方
向
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

幼
稚
園
に
入
園
し
た
時
、
ど
ん
な

気
持
ち
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
ま
す

か
？　

私
は
残
念
な
が
ら
覚
え
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
、
幼
稚
園
の
生
活
の

中
で
友
達
と
仲
良
く
遊
び
、
時
に
は

け
ん
か
を
し
な
が
ら
笑
っ
た
り
泣
い

た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
て

育
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

生
ま
れ
て
３
、
４
年
し
か
た
た
な

い
子
ど
も
が
、
自
分
中
心
の
家
庭
環

境
か
ら
初
め
て
外
に
出
て
集
団
生
活

を
す
る
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
不
安

や
戸
惑
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
ま
せ
ん
。
た
ぶ
ん
私
も
、
自
分

の
思
い
通
り
に
で
き
な
く
て
、「
幼
稚

園
に
行
き
た
く
な
い
」
と
泣
い
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
覚

え
て
い
ま
せ
ん
が
…
（
も
し
知
っ
て

い
る
方
が
い
て
も
口
外
し
な
い
で
く

だ
さ
い
！
）。

　

し
か
し
、
そ
の
不
安
を
「
安
心
」

に
変
え
て
く
れ
た
の
が
、
生
活
に
必

要
な
規
則
や
道
徳
性
を
優
し
く
教
え

て
く
れ
た
「
先
生
」
で
し
た
。
そ
し

て
親
や
家
族
に
も
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

不
安
と
闘
っ
て
い
る
の
は
本
人
だ
け

で
は
な
く
、
親
も
そ
う
な
の
で
す
。

泣
い
て
い
る
わ
が
子
を
見
れ
ば
、
か

ば
い
た
く
な
る
の
は
親
の
人
情
。
で

も
、
そ
こ
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
、
笑
顔

で
送
り
出
す
こ
と
が
、
わ
が
子
の
成

長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親
に
と
っ

て
、
子
ど
も
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も

子
ど
も
。
年
を
重
ね
る
た
び
に
新
た

な
喜
怒
哀
楽
が
生
ま
れ
、
と
も
に
成

長
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
親
と
い
う
字
が
、「
木
の

上
に
立
っ
て
見
守
る
」
と
よ
く
説
明

さ
れ
る
よ
う
に
、
親
に
は
「
見
守
る
」

忍
耐
が
特
に
必
要
と
な
る
の
で
し
ょ

う
。
便
利
な
も
の
が
多
く
手
に
入
る

世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
に
と

っ
て
も
親
に
と
っ
て
も
、「
見
守
る
」

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。

た
だ
、「
見
守
る
」
と
い
う
意
味
を
取

り
違
え
な
い
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
も
思
い
ま

す
。

　
「
平
成
22
年
度
は
ど
ん

な
年
に
な
る
こ
と
や
ら
」

で
は
な
く
、
将
来
、
飛
躍

的
に
発
展
進
歩
し
た
年
だ

っ
た
と
振
り
返
る
こ
と
の

で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
み
ん

な
で
楽
し
く
ま
い
進
し
成
長
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
誰
か
が
必

ず
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

【
３
月
号
の
答
え
】

　
「
江
戸
の
敵
を
長
崎
で
討
つ
」
の
意

味
は
、
全
く
意
外
な
所
で
、
ま
た
筋

違
い
な
こ
と
で
、
か
つ
て
受
け
た
恨

み
の
仕
返
し
を
す
る
こ
と
の
例
え
で

す
。

▲６年生の迫力ある太鼓の演奏

市
民
文
芸

歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

俳　

壇

遠　

藤　

秋　

尾　

選

柳　

壇

四　

竈　

英　

夫　

選

評 評

評

風
間
市
長
の

風
の
さ
さ
や
き

「
新
年
度
」
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く
ら
し

　
　

百
科

問は問い合わせ先です

　

４
月
１
日
よ
り
、
70
歳
以
上
の
方

の
「
市
民
バ
ス
運
賃
」
と
「
薬
師
の

湯
日
帰
り
入
浴
」
の
助
成
額
を
見
直

し
ま
し
た
。

　

見
直
し
に
伴
い
、
以
前
の
黄
色
の

「
ほ
っ
と
♨
き
ゃ
っ
す
る
パ
ス
」
は

廃
止
と
な
り
、
新
し
い
ピ
ン
ク
色
の

「
ほ
っ
と
♨
き
ゃ
っ
す
る
パ
ス
」
を
、

３
月
中
旬
に
対
象
者
全
員
（
昭
和
16

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

に
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
は
、

こ
の
ピ
ン
ク
色
の
カ
ー
ド
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
カ
ー
ド
が
届
い
て
い
な
い

方
は
再
送
し
ま
す
の
で
、
４
月
30

日（
金
）ま
で
長
寿
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
長
寿
課　

☎
２
２―

１
３
６
１

　
「
白
石
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）【
改
訂
版
】」

に
基
づ
き
、
４
月
か
ら
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
や
公
共
施
設
の
使
用

料
、
各
種
証
明
手
数
料
を
見
直
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
各
施
設
な
ど
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し

●
対
象
施
設　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
中
央
公
民
館
、

各
地
区
公
民
館
、
介
護
予
防
セ
ン
タ

ー
、
碧
水
園
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

あ
し
た
ば
白
石
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
、
小
中
学
校
学
校
開
放

●
見
直
し
内
容　

ほ
と
ん
ど
の
施
設

の
使
用
料
を
25
㌫
程
度
値
上
げ
す
る

ほ
か
、
登
録
団
体
な
ど
に
対
す
る
減

免
制
度
も
見
直
し
ま
し
た
。

■
証
明
な
ど
の
手
数
料
の
見
直
し 

　

住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
、
所

得
・
土
地
建
物
に
関
す
る
証
明
な
ど

を
、
単
位
当
た
り
２
０
０
円
か
ら

３
０
０
円
に
見
直
し
ま
し
た
。

■
上
下
水
道
料
金
の
見
直
し

　

詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
利
用
者
負
担
の
見
直
し

●
市
民
バ
ス

・
一
般
利
用

　

１
回
：
１
０
０
円 

↓ 

２
０
０
円

・
70
歳
以
上

　

無
料 
↓ 
１
回
：
１
０
０
円

●
薬
師
の
湯
日
帰
り
入
浴
利
用
者
助
成

・
70
歳
以
上　

無
料 
↓ 

１
０
０
円

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・
児
童
１
人
（
月
額
）

　

２
、０
０
０
円 

↓ 

３
、０
０
０
円

●
各
種
検
診
本
人
負
担

　

70
歳
以
上
無
料 

↓ 

75
歳
以
上
無
料

●
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

・
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

月
４
枚 

↓ 

３
枚
（
１
枚
当
た
り
単

価
初
乗
り
相
当
額 

↓ 

５
０
０
円
）

●
障
害
者
移
動
サ
ー
ビ
ス

・
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

月
４
枚 

↓ 

３
枚
（
１
枚
当
た
り
単

価
初
乗
り
相
当
額 

↓ 

５
０
０
円
）

・
燃
料
費
助
成
券　

　
１
枚
１
、２
０
０
円 

↓ 

１
、０
０
０
円

●
白
石
蔵
王
駅
西
口
・
東
口
駐
車
場

　
利
用
時
間
に
よ
り
30
〜
80
円
の
値
上
げ

　

本
市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対
し
、

本
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で

の
期
間
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
設
置
工
事

に
着
手
す
る
前
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
設
備

①
住
宅
の
屋
根
な
ど
へ
の
設
置
に
適

し
た
、
太
陽
電
池
に
よ
る
発
電
設

備
で
あ
る
こ
と
（
未
使
用
品
）

②
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
の
合
計
値

が
10
㌔
㍗
未
満
で
あ
る
こ
と

●
補
助
対
象
者

①
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
に
設
置
す

る
個
人
（
店
舗
、
事
務
所
な
ど
と

の
兼
用
も
可
）

②
電
力
会
社
と
低
圧
太
陽
光
発
電
設

備
系
統
連
系
余
剰
電
力
売
電
契
約

を
結
ぶ
方

③
４
月
１
日
以
降
に
対
象
設
備
の
設

置
契
約
を
し
、
申
請
し
た
年
度
の

３
月
15
日
ま
で
に
実
績
報
告
書
を

提
出
で
き
る
方

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

●
補
助
金
の
額

　

１
㌔
㍗
当
た
り
２
万
円
（
上
限

８
万
円
で
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
３
月
31
日
以
前
に
設
置
契
約
・
売

買
契
約
を
完
了
し
て
い
る
方
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
生
活
環
境
課　
☎
２
２
│
１
３
１
４

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

は
、
加
入
者
一
人
一
人
が
負
担
す
る

均
等
割
額
（
基
本
部
分
）
と
、
前
年

中
の
所
得
か
ら
算
出
す
る
所
得
割
額

（
上
乗
せ
部
分
）
の
合
計
で
計
算
し

ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
率
は
各
都
道
府
県
の

広
域
連
合
が
、
医
療
給
付
費
の
伸
び

や
保
険
料
の
収
納
状
況
な
ど
を
基

に
、２
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
の
結
果
、
宮
城
県

の
平
成
22
・
23
年
度
の
保
険
料
率
が

次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。
加
入
者

の
方
の
本
年
度
の
年
間
保
険
料
額

は
、７
月
以
降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
保
険
料
率
（
年
額
）

・
均
等
割
額　

４
０
、０
２
０
円

　
（
改
正
前
は
、
３
８
、７
６
０
円
）

・
所
得
割
率　

７
・
32
㌫

　
（
改
正
前
は
７
・
14
㌫
）

※
所
得
割
額
は
、
前
年
中
の
総
所
得

金
額
か
ら
基
礎
控
除
（
33
万
円
）

を
差
し
引
い
た
金
額
に
、
こ
の
率

を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

※
前
年
中
の
所
得
な
ど
が
一
定
の
条

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
保
険
料

が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
額
の
年
間
限

度
額
は
50
万
円
と
な
り
ま
す
。

問
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
２
２―

２
６
６―

１
０
２
１

　

税
務
課　

☎
２
２―

１
３
１
３

●
期
間　

４
月
６
日（
火
）〜
15
日（
木
）

●
運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
運
動
の
重
点

①
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
生
活
環
境
課　
☎
２
２
│
１
３
１
４

　

白
石
警
察
署　
☎
２
５
│
２
１
３
８

●
対
象
者　

市
内
に
１
年
以
上
居
住

す
る
方
の
お
子
さ
ま
で
、
高
校
以
上

の
学
校
や
こ
れ
と
同
等
の
学
校
に
在

学
す
る
学
生
。
学
術
優
秀
で
心
身
と

も
に
健
全
な
、
経
済
的
事
情
で
学
資

支
弁
が
困
難
な
方
。

●
募
集
区
分
・
定
員
・
貸
付
金
額 

・
大
学
・
短
大
な
ど
（
５
人
程
度
）

　

月
額
２
５
、０
０
０
円

・
高
校
（
５
人
程
度
）

　

月
額
１
５
、０
０
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ほ
か
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
方

は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
①
学
校
長
の
推
薦
書
、

②
在
学
証
明
書
、
③
成
績
証
明
書
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
①
②

は
４
月
１
日
以
降
発
行
の
も
の
）。

※
郵
送
不
可
。
申
請
書
は
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
請
期
限　

４
月
30
日（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

●
貸
付
金
の
償
還

　

貸
し
付
け
終
了
の
６
カ
月
後
か

ら
、
貸
付
期
間
の
２
倍
に
相
当
す
る

期
間
で
月
賦
均
等
償
還
し
ま
す
。
繰

り
上
げ
償
還
も
可
能
で
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.city.shiroishi.

m
iyagi.jp/section/adm

-edu/

　

本
年
度
に
お
い
て
中
学
校
修
了
ま

で
の
子
ど
も
の
養
育
者
に
、
子
ど
も

１
人
に
つ
き
月
額
１
万
３
千
円
の

「
子
ど
も
手
当
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

児
童
手
当
の
支
給
額
や
対
象
児
童
が

拡
充
さ
れ
、所
得
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

児
童
手
当
の
受
給
者
の
方
は
、
自

動
的
に
４
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当
へ

認
定
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
、
中
学
生
ま
で
の

お
子
さ
ま
を
養
育
し
て
い
る
方
が
受

給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

本
市
で
は
、
申
請
が
必
要
な
中
学

２
、３
年
生
の
お
子
さ
ま
の
い
る
世

帯
に
、
お
知
ら
せ
を
郵
送
す
る
予
定

で
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い
た
方
は
、

子
ど
も
家
庭
課
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
概
要
な
ど
の
詳
細
は
、
５

月
号
以
降
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
児
童
手
当
を
所
得
制
限
の
た
め
受

給
し
て
い
な
い
方
や
、
お
子
さ
ま

と
世
帯
を
別
に
し
て
い
る
方
な
ど

は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
白
石
市
奨
学
生
募
集

問
教
育
委
員
会
管
理
課　

☎
２
２
―
１
３
４
１

■
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

●
縦
覧
期
間　

４
月
１
日（
木
）〜
５

月
31
日（
月
）、８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

●
対
象
者　

固
定
資
産
税
納
税
者

（
税
額
が
発
生
し
な
い
方
は
対
象
外
）

お
よ
び
納
税
者
か
ら
委
任
さ
れ
た
方

●
手
数
料　

無
料

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）

の
閲
覧
に
つ
い
て

　

閲
覧
で
き
る
方
は
次
の
通
り
で
す
。

①
固
定
資
産
の
所
有
者
・
納
税
義
務
者

②
①
の
方
と
同
一
世
帯
の
方

③
①
の
方
か
ら
の
委
任
状
が
あ
る
方

④
納
税
管
理
人

⑤
法
人
か
ら
の
委
任
状
が
あ
る
方

⑥
賃
借
権
・
地
上
権
な
ど
の
権
利
者

⑦
借
地
借
家
人

⑧
資
産
の
処
分
権
が
あ
る
方

※
⑥
⑦
⑧
の
方
は
、
権
利
を
確
認
で

き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

●
手
数
料　

１
件
３
０
０
円
。
た
だ

し
、
①
〜
⑤
の
方
が
４
月
１
日
〜
５

月
31
日
に
行
う
閲
覧
は
無
料
で
す
。

　

縦
覧
・
閲
覧
と
も
、
場
所
は
市
庁

舎
１
階
税
務
課
固
定
資
産
税
係
で

す
。
縦
覧
・
閲
覧
い
ず
れ
の
場
合
も

本
人
確
認
の
た
め
、
免
許
証
や
保
険

証
な
ど
の
身
分
証
明
書
、
ま
た
は
納

税
通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　

☎
２
２―

１
３
１
３

固
定
資
産
の
縦
覧
帳
簿
縦
覧
・

課
税
台
帳
閲
覧
を
実
施
し
ま
す

　

昨
年
度
、
都
市
計
画
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
（
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
）
を
策
定
す
る
た
め
に
、
市

の
現
状
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
意
見
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
市

内
の
中
学
２
年
生
に
も
調
査
を
実
施

し
、
こ
の
た
び
、
調
査
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
庁
舎
２
階
都
市
整
備
課
で
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

本
年
度
は
こ
の
調
査
結
果
な
ど
を

基
に
、
白
石
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課　
☎
２
２
│
１
３
２
５

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.city.shiroishi.

m
iyagi.jp/section/toshi/

都
市
計
画
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
は
？

　

こ
の
計
画
は
、優
良
農
地
を
確
保
・

保
全
し
な
が
ら
、
農
業
振
興
の
た
め

の
各
種
施
策
を
計
画
的
に
実
施
す
る

た
め
に
定
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
に
よ
り
農
業
振
興
の
方

向
性
を
定
め
、
今
後
10
年
以
上
に
わ

た
り
、
農
業
上
利
用
す
べ
き
土
地
を

「
農
用
地
区
域
」
と
し
て
設
定
し
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
こ
の
計
画
を
策

定
し
た
昭
和
49
年
以
降
、
社
会
情
勢

な
ど
を
反
映
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

３
回
に
わ
た
り
計
画
内
容
を
見
直

し
、
今
回
が
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

■
農
用
地
区
域
内
に
住
宅
建
築
な
ど

を
お
考
え
の
方
は
、
手
続
き
時
期

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

こ
の
見
直
し
に
伴
い
本
年
度
は
、

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
受
け
付
け

を
、
6
月
30
日（
水
）締
め
切
り
の
1

回
の
み
実
施
し
ま
す
。
例
年
行
っ
て

い
る
11
月
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
見
直
し
に
伴
う
農
用
地
の
編
入
・

除
外
特
別
受
け
付
け
を
、
7
月
以

降
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
特
別

受
け
付
け
の
時
期
は
、
あ
ら
た
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
農
林
課　

☎
２
２―

１
２
５
３

白
石
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す

70
歳
以
上
の
方
に
新
し
い「
ほ
っ
と
♨

き
ゃ
っ
す
る
パ
ス
」を
郵
送
し
ま
し
た

子
ど
も
手
当
が
始
ま
り
ま
す

問
子
ど
も
家
庭
課　

☎
２
２
―
１
３
６
３

▲新しい「ほっと♨きゃっするパス」はピンク色

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

平
成
22
・
23
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

４
月
１
日
か
ら
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
を
見
直
し
ま
し
た

問
行
政
改
革
推
進
室　

☎
２
２
―
１
５
６
１

春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
が
始
ま
り
ま
す
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Recycle Information
問生活環境課　022－1314

今月のごみ収集 日 Living Information

問公立刈田綜合病院　問公立刈田綜合病院　0025-214525-2145

̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

ペットボトル
（第１曜日）

びん類
（第2・第5曜日）

缶
（第3・第5曜日）

プラスチック
（第３曜日）

もやせないごみ
（第４曜日）

紙　　類
火 月 金 木 金 月 水

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

　皆さんは「傷のできない手術」ってあると思いますか？
胃カメラや大腸カメラを使って行う手術には、確かに傷
はできません。しかし、普通の手術で体に傷が付かない
ことはありません。
　さて、次の写真をご覧ください。胆

たんのう

嚢摘出術後２週間
のおなかです。傷がどこにあるか分かりますか。

　最近、単
たんこう

孔式腹
ふくくう

腔鏡
きょう

手術という術式が開発されました。
これが傷のない手術の正体です。もちろん、体に傷を付
けなくては普通の手術はできませんので、へそに２～３
㌢の切開を入れ、ここから５㍉程度の細いカメラや、手
術器械をおなかの中に入れて手術を行います。
　「結局、傷が付くのではないか」と思われるかもしれ
ませんが、へそに隠れてしまうため、傷はほとんど分か
らなくなります。一番よく行われるのは胆嚢摘出術で、
ほかに虫垂切除術や、胃の良性腫

しゅよう

瘍などの手術が行われ
ています。最近では、大腸がんの手術にも行われてきて
います。
　当院でも昨年からこの手術を取り入れ、胆嚢摘出術を
行っています。術後の写真を見れば、傷のない手術とい
っても納得していただけると思います。すべての手術に
できるわけではありませんが、これからもできる限り、
傷のない手術に取り組んでいきたいと考えています。

４月のごみ収集日程は下記の通りです。ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆４月のごみ収集日予定表（日付は４月の収集日です）

6日（火） 5日（月） 2日（金） 1日（木） 2日（金） 5日（月） 7日（水）

13日（火） 12日（月） 9日（金）
30日（金） 8日（木） 9日（金）

30日（金） 12日（月） 14日（水）

20日（火） 19日（月） 16日（金）
30日（金） 15日（木） 16日（金）

30日（金） 19日（月） 21日（水）

20日（火） 19日（月） 16日（金） 15日（木） 16日（金） 19日（月） 21日（水）

27日（火） 26日（月） 23日（金） 22日（木） 23日（金） 26日（月） 28日（水）

6・13・20・
27

5・12・19・
26

2・9・16・
23・30

1・8・15・
22

2・9・16・
23・30

5・12・19・
26

7・14・21・
28

2・6・9・
13・16・
20・23・
27・30

1・5・8・12・15・19・22・26 1・5・7・8・12・
14・15・19・21・
22・26・28

2・6・7・9・13・
14・16・20・
21・23・27・
28・30

○不忘・川原子地区のもやせるごみは、毎週水曜日に収集します。
○ごみは、必ず当日の午前８時30分までに集積所に出してください（収集車が収集する時刻に合わせての搬出や、前夜出
しはしないでください）。
○びんは、色により３種類（①透明、②茶色、③その他）に分けて、それぞれ資源の袋（赤）に入れて出してください。
○缶類とプラスチック類は、それぞれに分けて資源の袋（赤）に入れて出してください。
◎スプレー缶や使い捨てガスライターのごみの出し方について
　次のことをきちんと守ってごみ出しをしてください。
★スプレー缶などは、①中身を必ず使い切ること。②必ず穴を開けること（風通しの良い所で）。
★ガスライターは、ガスを使い切ること。
◎ごみ袋は中身がこぼれないようにしっかり口を結び、簡単に解けないように出してください。テープ止めは禁止です。

◎ごみ集積所に設置している乾電池入れには、乾電池以外のごみを入れないようお願いします
　使用済み乾電池は、ごみ集積所に設置している乾電池入れ（空き缶などを利用）に出すことになっています。最近、
この乾電池入れにライターやキャップ、電球などを入れる方が多く、収集する際に非常に困っています。乾電池入れには、
乾電池のみを入れるようにしてください。なお、ボタン電池や充電式電池は収集できませんので、販売店の回収ボック
スなどに入れてください。皆さまのご協力をお願いします。

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ
●日時　４月１日（木）・８日（木）・15日（木）・22日（木）・５月６日（木）、9:00～11:30および13:00～15:00（時間厳守）
●場所　宮城県仙南保健所
〈注意事項〉犬を登録している方は、鑑札（小判形）を持参してください。また、猫の場合は、必ず麻袋やもみ袋（土のう袋は不可）な

ど、丈夫な袋に入れてください。
●犬・猫の引き取り手数料　生後90日以内は１頭につき400円、生後91日以上は１頭につき2,000円
●納入方法　所定の用紙に必要事項を記入し、宮城県収入証紙を張り付けて納入してください。収入証紙は、県合同庁

舎や保健所、銀行などでお求めください。
※ご不明な点は、宮城県仙南保健所までお問い合わせください。なお、犬や猫などの愛護動物を捨てた場合には、処罰さ
れることがあります。犬や猫などを飼い始めたら、最後まで責任を持って飼養するように心掛けましょう。

問宮城県仙南保健所（大河原町字南129-1）　00224-53-3119

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
平
成
22

年
４
月
分
か
ら
左
表
の
金
額
に
変
わ

り
ま
す
。
４
月
初
め
に
、
年
間
の
納

付
書
が
入
っ
た
「
国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

各
月
の
保
険
料
は
、
金
融
機
関
や

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
窓
口
で
、納
付
期
限
（
翌
月
末
日
）

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
一
部
免
除
の
方
に
は
、
４
月

に
４
〜
６
月
分
の
納
付
書
、
７
月
に

同
月
以
降
の
定
額
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
。
な
お
、
口
座
振
り
替
え
を
利

用
し
て
い
る
方
や
全
額
免
除
の
方
な

ど
に
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
の
前
納
割
引
制
度
を
ご

　

利
用
く
だ
さ
い

●
納
付
書
払
い
の
前
納
割
引

　

納
付
案
内
書
に
は
、
前
納
納
付
書

（
３
枚
）
と
各
月
分
納
付
書
（
12
枚
）

が
入
っ
て
い
ま
す
。
前
納
納
付
書
は

ま
と
め
て
納
め
る
場
合
に
使
用
し
、

割
引
制
度
が
あ
り
お
得
で
す
。

※
前
納
納
付
書
で
６
カ
月
分
を
ま

と
め
て
納
め
る
と
、
毎
月
納
付
よ

り
も
７
４
０
円
お
得
で
す
。

●
口
座
振
り
替
え
の
前
納
割
引

　

口
座
振
り
替
え
の
前
納
は
、
納
付

書
払
い
の
前
納
よ
り
割
引
が
多
く
な

り
ま
す
。
口
座
振
り
替
え
の
前
納
に

は
申
込
期
限
が
あ
り
ま
す
。
10
月
か

ら
の
６
カ
月
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
８
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
口
座
振
り
替
え
で
６
カ
月
前
納
を

す
る
と
、
毎
月
納
付
よ
り
も

１
、０
３
０
円
お
得
で
す
。

■
新
年
度
に
な
っ
た
ら
学
生
納
付
特

　

例
制
度
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ

り
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
は
在
学
期
間
中
、
年
度

ご
と
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
物　

①
学
生
証

ま
た
は
在
学
証
明
書
、②
年
金
手
帳
、

③
印
鑑

●
手
続
き
先　

住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
町
村
の
国
民
年
金
の
窓
口

問
大
河
原
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
２
４
│
５
１
│
３
１
１
３

　

市
民
課　

☎
２
２
│
１
３
１
２

　

４
月
19
日
か
ら
、
70
歳
以
上
の
方

な
ど
の
た
め
に
、
本
来
駐
車
禁
止
の

道
路
に
お
い
て
、
標
章
を
受
け
た
方

が
専
用
の
駐
車
区
間
に
車
両
を
駐
車

で
き
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
区
間

は
左
記
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
る

区
間
に
限
り
ま
す
。
駐
車
に
は
専
用

の
標
章
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
標
章
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
専
用
駐
車
区
間
に
駐
車
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
区
間　

全
国
各
地
域
に
設
置

が
予
定
さ
れ
、
本
市
に
も
設
置
予
定

●
対
象
者　

①
70
歳
以
上
の
方
、
②

妊
娠
中
の
方
、
③
出
産
後
８
週
間
以

内
の
方
、
④
身
体
障
害
者
マ
ー
ク
・

聴
覚
障
害
者
マ
ー
ク
の
対
象
の
方

（
要
件
あ
り
）

●
申
請
受
付
開
始
日　

４
月
19
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１

月
3
日
を
除
く
、
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
物　

①
運
転
免
許

証
、
②
車
検
証
、
③
妊
産
婦
の
方
は

母
子
手
帳
な
ど

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

白
石
警
察
署　

☎
２
５
│
２
１
３
８

公立刈田綜合病院紹介
傷のない手術？

　　　公立刈田綜合病院外科部長　貝
かい

羽
わ

　義
よしひろ

浩

平成22年度国民年金保険料額
（月額）

定額 15,100円

（付加保険料もお支払いの方）

定額＋付加保険料 15,500円

（保険料一部免除の方）

４分の３免除 3,780円

半額免除 7,550円

４分の１免除 11,330円

▲この標識が目印
　（実際は青色）

Ｐ
標章車専用

【拡大図】

▲術後２週間の写真です。
　傷が分かりますか？

国
民
年
金
の
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

高
齢
運
転
者
等
専
用
駐
車

区
間
制
度
が
始
ま
り
ま
す
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※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報
を26ページに掲載しています。 Library News

図 書 館 ひ ろ ば

Monthly News

■伊達家の秘話
 　独眼竜一族の知られざる素顔
　 伊

だ て

達　泰
やすむね

宗　著　白
しらいし

石　宗
むねはる

靖　著
　  PHP研究所
　母・保春院による政宗毒
殺未遂事件の真相、政宗の
もう１人の弟の謎、鍋姫輿

こし

入
い

れ長
ながもち

持事件・・・。伊達
政宗の誕生から現代に至る
までの逸話を、仙台伊達家18
代当主と重臣白石実綱の子
孫が、それぞれの視点からつづる１冊で
す。

■ストレスに効く東洋医学のレシピ
　田

た な か

中　康
や す お

夫　著　後
ご と う

藤　修
しゅうじ

司　監修
　日本実業出版社
　「生活習慣の改善・漢方薬・
ツボ・食事・気功法」の５
つの観点から、初めての人
でも日常生活で簡単にでき
る、原因がはっきりしない
ストレスを軽減する方法を
紹介。プロの鍼

しんきゅう

灸、あん摩、
指圧の上手な利用法も教え
る１冊です。

■ちいさなタッセル＆巻き玉工房
カナダ恵

け い こ

子　著　主婦の友社
　キュートな３色ポンポン、ピ
ンク＆ブルーのレインドロッ
プなど、タッセルと巻き玉でつ
くる雑貨を紹介します。タッセ
ル＆巻き玉のベーシック・レッ
スンも収録の１冊です。

■15歳の日本語上達法
　金

きん だ い ち

田一秀
ひ で ほ

穂　著　講談社
　言葉一つで感じ方が変わる
のはなぜ？　そもそも言葉っ
てナニ？　学校嫌いだった著
者が、若いうちに身に付けた
い本当の日本語力について解
説します。大人への第一歩を
踏み出す15歳に向けた、人生
の大先輩たちのメッセージです。

■ぶた にく
　大

おおにし

西　暢
の ぶ お

夫　写真・文　幻冬舎
　お米や野菜はどうやって
育つかを知っている。でも、
豚肉がどうやって食卓へあ
がるのかは知らない。鹿児島
のある豚舎を追った、ドキュ
メンタリー写真絵本です。

※即日発行可。ただし、市民または市
内に通勤、通学している方が優先。
●申し込み方法
　アテネ備え付けの申込用紙で、各
締め切り日までにお申し込みくださ
い。はがきやファクスで申し込む場
合には①住所、②氏名、③年代、④
連絡先の電話番号、⑤利用者カード
番号、⑥希望コース名と希望月日を
明記してください。

　なお、受講料やテキスト代は当日、
１階受け付けにお持ちください。
申込書のあて先
〒989-0257　白石市字亘理町37-3
　　　　　　白石市情報センター
※締め切り日に集計し文書で講習日
をお知らせします。定員を超えた
コースは抽選などで調整します。
なお、講師用に受講者名簿（氏名、
年代のみ記入）を作成しますので、
あらかじめご了承ください。

　３階に（株）旭プロダクション宮城
白石スタジオが開設されました。こ
のため、従来の３階にあった有料イ
ンターネットや自習学習用パソコ
ン、ヘルプデスクなどは、すべて１
階に移設しています。
　また、４月２日（金）は、アニメ制
作スタジオ開設記念セレモニー開催
のため臨時開館します。

●申し込み締め切り
・４月分：４月６日（火）
・５月分：５月６日（木）
※締め切り後でも定員に空きがあれ
ば受講できますので、お問い合わ
せください。
●会場　アテネ１階講習会場
●受講資格　図書館共用利用者カー
ドをお持ちの方となります。

武家屋敷催事「端午の節句展」
無料入場券

　巡回日は、行事の事情で変更にな
ることがあります。毎月発行の「と

ふれあいプラザ事務室
☎22-6025　422-6027
男女共同参画相談支援センター
☎22-6035　422-6037
ファミリー･サポート･センター　☎・425-5488
開館時間　8:30～17:15
（土･日･祝日　10:00～16:00）

■ふれあいミニ展示

「蔵王」の油絵作品展
　築館町（現栗原市）出身、佐

さ さ き

々木
真
まさ

夫
お

画伯作『蔵王』の油絵展を開催
しています。
　蔵王の雄々しさと四季の変化を魅
力的に描いた10作品です。
　皆さん、ぜひご覧ください。
●展示期間　４月30日（金）まで
●展示場所　１階図書コーナー

　４月２日（金）、アテネ３階への旭
プロダクションアニメ制作スタジオ
開設記念セレモニーに合わせて、臨
時開館しますのでご利用ください。

　運転免許証など住所、氏名、生年
月日が確認できるものをご持参くだ
さい。お子さんも、保険証または学

　何か新しいことを始めるために講
座に申し込みをしてみませんか？　
趣味づくりだけでなく、友達づくり
にもつながります。
　白石に転入して間もない方など、
ぜひお電話をお待ちしています。
　これまで年１回だった講座募集
を、本年度から春と秋の２回に分け
て行います。
　秋の講座は「広報しろいし９月号」
で募集する予定です。
●春の講座名
【昼の部】（７講座）
〈☆印は「昼の部」新規講座〉
①初級よこ笛（☆）②漢詩を読む（☆）、
③木版画（☆）④ヒザイタ改善運動
（☆）⑤コアトレーニング（☆）⑥ヘル
シークッキング⑦英会話

校の名札で、利用者カードが作れま
す（ただし、名札の裏面に住所、氏
名、保護者名、電話番号の記載が必
要です）。小学３年生以下のお子さ
んは、保護者同伴の場合以外は保護
者の同意を確認するため、申請書を
持ち帰っていただきますのでご了承
願います。詳しくはお問い合わせく
ださい。

しょかんだより」で確認いただくか、
図書館にお問い合わせください。

曜日 火 水 金

第１週 13:30～14:00
セラビ白石（生協）

11:30～11:50刈田病院
13:50～14:10越河駅前

第２週
13:40～14:10

大鷹沢ファミリーマート
※４・８月のみ13:00～13:30

第３週

9:40～10:10
観音崎住宅
10:20～10:50
寿山南公園前
11:00～11:30
中央公民館
14:00～14:30
ヨークベニマル

13:30～14:00
斎川中央集会所前

４月の休村日　7・14・21・28日
開村時間9:00～17:00　☎26-3393

●期間　4月5日（月）～5月30日（日）

●絵付け料　600円（木地代を含む）

●日時　5月２日（日）10：30～
●内容　踊りやカラオケなどの舞台
イベント、紙ヒコーキ飛ばし競技、
だるま落としゲーム、もちつき、こ
いのぼり掲揚など
※ご家庭で不用となったこいのぼり
をご寄贈ください。
　問小原公民館　☎29-2031
　　　　　　　　
●営業時間　9:00～16:00
　　　
　季節限定の「寒ざらしそば」をご
賞味ください。
●営業時間　11:00～15:00
　　　　　　（毎週水曜日定休）

「五月人形作り」
　和紙で兜

かぶと

を折り、色紙に飾ります。
●日時　４月17日（土）10:00～12:00
●講師   宮城県環境教育リーダー　
　　　　樋

ひ

口
ぐち

洋
よう

画
が

子
こ

さん
●材料費　 250円
●持参する物　 はさみ、ものさし
●申込受付開始日　４月４日（日）

●日時　４月24日（土）8:30～12:00

４月の休館日　５･12･19･26日

☎22-1635　422-1636

【夜の部】（８講座）
〈★印は「夜の部」新規講座〉
①韓国料理（★）②女性限定！ピラテ
ィス③初心者のための～日本舞踊④
女性限定！着物着付け⑤初心者のた
めの～白石版！郷土民謡⑥華道家元
池
いけのぼう

坊⑦いけ花小原流⑧草木染め
【移動の部】（１講座）
米沢を訪ねて～歴史移動講座
※詳しくは、募集チラシをご覧くだ
さい。
●申し込み方法　直接ご来館いただ
くか、お電話でお申し込みください。
　受け付け初日は申し込みが殺到す
るため、電話がつながりにくい場合
がありますのでご了承願います。
●申込受付開始日　４月６日（火）
※８時30分から受け付けを開始しま
す。

今月のおすすめの本
一般書

児童書

５ 情報センター「アテネ」
http：//www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/

開館時間　火～日曜日　9:00～17:00
４月の休館日　５･12･19･26･29日
☎22-1500　422-1502

■パソコン講習会

６ 図書館 開館時間　火・金・土曜日　9:00～17:00
　　　　　水・木曜日　9:00～19:00
　　　　　日曜日　9:00～16:00

　４月の休館日　5・12・19・26・29日　☎26-3004　426-3505
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/toshokan/

■臨時開館のお知らせ

■利用者カードを作ろう！

パソコン講習会　４月・５月分日程表
コース名 時間 ４月 ５月 定員 受講料 テキスト代 内　　容

ゆっくりVISTA
コース

（２日×６時間）

9:30
～
16:30

15（木）
～

16（金）

22（土）
～

23（日）
10人 2,000円 1,000円

パソコン初心者向けのコースです。マウス・
キーボードの操作、文字入力・インターネッ
ト・電子メールなどのパソコンの基本操作
を学びます。
※2日連続のコースとなります。

Word 2007コース
（６時間）

9:30
～
16:30

17（土）20（木）10人 2,000円 1,200円
Word2007の基本操作
※ゆっくりXP・ゆっくりVISTAコース終
了程度の方が対象です。

 Excel2007コース
（６時間）

9:30
～
16:30

18（日）21（金）10人 2,000円 1,200円
Excel2007の基本操作
※ゆっくりXP・ゆっくりVISTAコース終
了程度の方が対象です。

▲残雪の蔵王を描いた作品

10 ふれあいプラザ
土・日・祝も開館しています!

入村無料

■特別企画展「國
こくぶん

分榮
えいいち

一のこけし」

■こけしの絵付け体験実施中！

９ あしたば白石 ４月の休館日　5･11･19･25･29日
☎・425-5095・25-6593

11 材木岩公園内
　　「検断屋敷｣など

■「春の講座（５月～７月）」受講生募集！

入場無料

７ 弥治郎こけし村

■３階がアニメ制作スタジオに！
　４月２日（金）は臨時開館します

■平成22年度移動図書館「こまくさ号」巡回（貸出期間は約１カ月）

問そば処
どころ

小原なごみ茶屋　☎29-2760
開館時間　9:00～16:30
見学無料

■第７回春の検断屋敷まつり

■「材木岩売店」

■「そば処小原なごみ茶屋」

■定期リサイクル教室（定員 25 人）

８ いきいきプラザ

■フリーマーケット（第４土曜日）
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Monthly News■市内施設のなるほどイベント情報Shiroishi Marketしろいしフレッシュマーケットだより

　３月13日、白石市伝統芸能振興会
が主催する「伝えよう　郷土の伝統
芸能鑑賞会」が開催されました。

　碧水園の主催講座である「琴」や
「尺八」、「子ども日本舞踊」をはじめ、
市民講座の「高

たかさご

砂を謡う会」の講座
生による発表が行われたほか、遠

えんどう

藤
滴
てきすい

水氏をお招きして、薩
さつま

摩琵琶の演
奏会が開催されました。

　次から次へと繰り広げられる伝統
芸能の素晴らしさに、会場からは惜
しみない拍手が送られました。

　庭の彼岸桜をめでながら一服いか
がですか。初めての方もお気軽にど
うぞ。いす席もあります。
●日時　４月18日（日） 10:00～15:00
 　　　　（受け付けは14:30まで）
●お茶券　500円

　忙しい毎日だからこそ、ほっと一
息！　碧水園で和の心に触れてみま
せんか？
●募集期間　４月１日（木）～18日
（日）（休館日を除く9:00～17:00）

●受講料　無料
※ただし教材費などは各自負担とな
ります。
●申し込み方法  直接来館または電
話でお申し込みください。

　本物のお笑いの「場（ライブ）」
を目的に、2005年４月に「仙台笑福
学会」が設立されました。この輪を
東北各地にと､白石でも「笑福学会」
を立ち上げ、「昭和の名人三

さんゆうてい

遊亭
圓
えんしょう

生」の名跡を来年にも襲名予定の
三遊亭鳳

ほうらく

楽師匠に高座をお願いする
ことになりました。名人の「古典話
芸の神髄」をお楽しみください。
●日時　４月17日（土）
　　　　13:00開場　13:30開演
●入場料（全席自由）
前売り：2,000円（当日：2,500円）
●チケット取り扱い　碧水園
【三遊亭鳳楽プロフィル】
1965年10月　五代目三遊亭円

えんらく

楽に
入門。大師匠であり、昭和の名人と
いわれた六代目三遊亭圓生より
「楽
らくしょう

松」と命名される。
1979年９月　真打ち昇進、初代三
遊亭鳳楽を襲名。
1993年　文化庁芸術祭賞を受賞。
2007年　円楽一門会の会長となる。

▲薩摩琵琶の演奏

開館時間　9:00 ～ 17:00
☎ 24-3030　424-3033

●日時　４月29日（祝）～5月5日（祝） 
　　　　9:00～16:00 
●場所　白石城大手門前展示場

　端午の節句にちなんだ五月人形や
のぼりを展示します。

●日時　4月24日（土）～5月5日（祝）
　　　　9:00～17:00

博物館建設準備室（中央公民館内）
☎22-1343・426-2453

１．青っ葉市直売所
①ポーチパーク店（長町）
●販売日時：毎週水・土曜日、９:00～13:00
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）
●販売日時：毎週水曜日、9:00 ～ 12:00
③いきいきプラザ【休業中】
　５月８日（土）より営業を再開します。
●販売日時：毎週土曜日、9:00 ～12:00
④ヤオチュウ東店内産直コーナーでも販売しています。
　ぜひ、ご利用ください。
●問い合わせ：大

おお

槻
つき

　久
ひさ

江
え

　025-8572

３．軽トラ市【毎月第２・第４金曜日開催】
●販売日時：４月９日（金）・23日（金）、９:00～12:00
●場　　所：すまｉ

い

るひろば
●問い合わせ：四

し

竈
かま

　029-2451、山
やま

田
だ

　026-1345

●今月の旬の野菜
　つぼみ菜・ホウレンソウ・ブロッコリー・山菜（わらび・ふき・たらの芽）　など

※しろいし産の新鮮な旬の野菜や花、漬物、放し飼い卵などを販売しています（直売所により品ぞろえは異なります）。
※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載しています。

６．百姓市場
●販売日時：毎週火・日曜日、10:00～13:00
●場　　所：ポーチパーク内（長町）ほか
●問い合わせ：佐

さ

久
く

間
ま

義
よし

昭
あき

　025-6836

２．バーバ工愛市（クラブいち）
●販売日時：毎週水・土曜日、９:00～12:00
●場　　所：水曜日…JAみやぎ仙南白石地区本部構内
　　　　　　土曜日…JAみやぎ仙南福岡支店構内
 （アグリハウス）
●問い合わせ：JAみやぎ仙南女性部
　　　　　　　白石地区バーバ工愛市　☎25-1344

小原いきいき直売所
●販 売 日 時：４月～11月、10:00～15:00
●場　　　所：小原材木岩公園内
●問い合わせ：小原いきいき直売所　☎29-2760

４ 古典芸能伝承の館「碧水園」 ４月の休館日　5･12･19･26･30日
☎・425-7949

■平成 22 年度碧水園主催講座受講生募集

■白石笑
おわらい

福学会設立記念公演

■卯
うづき

月の碧水園茶会（裏千家薄茶席）

■一年間の練習の成果を発表！
　「伝えよう　郷土の伝統芸能鑑賞会」

■碧水園主催講座
講座名 開催日（平成22年５月から平成23年３月まで）

子ども日本舞踊講座 第１・３土曜日　11:00～12:00　

琴講座 第２木曜日　10:00～12:00
第３土曜日　18:30～20:30　　　

尺八講座 第１水曜日・第3土曜日　13:00～15:00
茶事の基礎講座 第２・４木曜日　10:00～12:00　　
香道講座 第１・３木曜日　10:00～12:00　　　
江戸千家茶道講座 月３回水曜日　18:00～21:00　　
茶道裏千家子ども教室 ６月～１月（第2・第4土曜日）　10:00～11:30
■市民講座

講座名 開催日（平成22年５月から平成23年３月まで）
高砂を謡う会 第２・４金曜日　18:30～20:30

４月の休館日　7･14･21･28日
開館時間　10:00～20:00
　各種教室を開催しています。気軽
にご参加ください。

●日時　４月４日・11日・18日・25
日（いずれも日曜日）14:15～15:15
●受講料　1回 300円

●日時　４月12日・19日・26日（い
ずれも月曜日）10:30～11:30
●受講料　１回300円
※受講料のほか、施設利用料金が別
途必要になります。

 武家屋敷催事「端午の節句展」
無料入場券（家族・グループ可）
4月24日（土）～5月5日（祝）まで

３ 片倉家中武家屋敷
　 「旧小関家｣

１ スパッシュランドしろいし
☎29-2326　429-2328

■ヨガ教室

■アクアエクササイズ教室

■武家屋敷催事　端午の節句展

▲子ども日本舞踊講座の発表

２ 白石城

■日本サクラソウ展

みんな、小原さ来てけらいん!!　小原いきいき直売所４月より営業再開

【小原の春は山の恵みがいっぱい！】
　４月になると、小原もだんだん春の気配が感じられま
す。冬季閉鎖していた「小原いきいき直売所」が、４月
より営業を再開します。春を感じにぜひ、材木岩公園に
足を伸ばしてみませんか。
　４月から５月は、山の恵みの山菜（わらび、たらの芽、
こしあぶら、こごみなど）が店頭に並びます。また、昔
ながらのしそ巻きや豆みそも人気商品です。
　直売所では、旬の野菜や果物、山菜、民芸品、山野草
など、小原の地域資源を発掘し販売することで、お客さ
まに「小原の良さ」を知っていただき、小原の活性化に
つながればと思っています。
　また、直売所隣の「手打ちそば処

どころ

小原なごみ茶屋」で
は、期間限定の「寒ざらしそば」が食べられます。約２

週間、蔵王の冷たい清流にさらすことで甘みを増した玄
そばを、丁寧に臼挽き製粉しました。山菜の天ぷらと一
緒に食べると一層おいしくなります。
　材木岩公園では、春夏秋冬の年４回「検断屋敷まつり」
を開催しています。春は５月２日（日）に開催します。直
売所では、「ハット亭」を併設し、「そばはっと汁」や「そ
ばの実五平もち」を実演販売します。とってもおいしい
ですよ。皆さまのお越しを心よりお待ちしています。

旬の新鮮なしろいし産の農作物などの直売所情報を掲載しています。

５．馬牛沼産直センター【定休日：毎週月･水･金曜日】
●販売日時：毎週火･木･土･日曜日、10:00～17:00
●場　　所：国道４号沿い馬牛沼付近
●問い合わせ：馬牛沼産直センター　025-0520

４．羽山朝採り市
●販売日時：毎週土曜日、９:00～12:00
●場　　所：犬卒都婆公会堂前
●問い合わせ：小

お

畑
ばた

　胖
ゆたか

　027-2236

▲小原いきいき直売所の皆さん
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Child Service子育て情報 子育てメール相談（担当：子ども家庭課）　
メールで子育て相談ができます。
●メールアドレス　kodomo@city.shiroishi.miyagi.jpHealthy Plaza

元
気
っ
子
！　

集
ま
れ
！

だ液は、歯を守る強い味方です
　だ液には、溶けた歯の
表面を修復する働きがあ
ります。これを「再石灰
化」と言います。
　また、だ液には食べか
すを洗い流したり、酸を
中和したりする働きもあ
ります。
　だらだらと甘い物など
を食べていると、歯を修復する時間が取れません。時間を決めて、
よくかんで食べる習慣を心掛け、だ液の分泌量を増やして歯の
再石灰化を促しましょう。

ファミリー・サポート・センター
（ふれあいプラザ内）
0・425-5488
受付時間　月～金9:00～17:00

●お子さんとお母さんの健診と相談　（場所：健康センター）

内容 4月分 5月分 受付時間月日 対象者 月日 対象者
4カ月児健診 4月21日（水） 平成21年12月生まれの方 5月26日（水） 平成22年 1月生まれの方 13:00～13:10
6カ月児育児相談 4月23日（金） 平成21年10月生まれの方 5月28日（金） 平成21年11月生まれの方 9:20～ 9:30
1歳6カ月児健診 4月22日（木） 平成20年 9月生まれの方 5月27日（木） 平成20年10月生まれの方 13:00～13:10
2歳6カ月児
親子歯科健診 4月23日（金） 平成19年10月生まれの方 5月28日（金） 平成19年11月生まれの方 13:00～13:10

3歳6カ月児健診 4月20日（火） 平成18年10月生まれの方 5月25日（火） 平成18年11月生まれの方 13:00～13:10

乳幼児相談 4月 8日（木） 乳幼児～未就学児のお子さまとそのご家族の方 5月 6日（木） 乳幼児～未就学児のお子さまとそのご家族の方 9:15～ 9:45

妊婦歯科健診 6月8日（火） に、「妊婦さんと赤ちゃんのサロン」と合わせて行います。
※「乳幼児健診」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。
　また、当日、都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。

●妊婦さんと赤ちゃんのサロン　（場所：健康センター）
内　　　　　容 月　日 受付時間 サロン

助産師とお話をしながら過ごすサロンです。妊婦さん、4カ月児健診前のお子
さんとその家族の方が対象です。希望により個別相談もできます。

4月 6日（火）
9:20～10：00 10：00～11：00

5月11日（火）
※母子健康手帳は、健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の8:30～17:15）。

虫歯を予防しよう！
　虫歯は食生活習慣病です｡甘
い物をだらだら食べたり､飲ん
だりしていると虫歯になりやす
くなります｡規則正しい食生活
と仕上げ歯磨きで虫歯を予防し
ましょう！
　虫歯ができてしまったら治療
しなければ治りません｡特に子
どもの虫歯は進行が早いので早
めに治療することが大切です。

問健康推進課　022-1362

歯の成分が
溶け出す

歯の成分がもどる
（再石灰化）

象牙質
エナメル質

酸
だ液

●予防接種を受けましょう！

　麻
ま

しんの国内完全排除を目指し、平成20年度から平成24年度まで、麻しん・風しん混合予防接種に第3期（中学1年生相当）と第4期
（高校3年相当）を追加しています。以下の該当者には、4月初旬に個別通知しますので、必ず接種するようお願いします。
①ジフテリア・破傷風混合予防接種Ⅱ期　対象者：小学校6年生（平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれ）
②麻しん・風しん混合予防接種Ⅱ期　　　対象者：小学校就学前1年（平成16年4月2日～平成17年4月1日生まれ）
③麻しん・風しん混合予防接種Ⅲ期　　　対象者：中学1年生相当（平成9年4月2日～平成10年4月1日生まれ）
④麻しん・風しん混合予防接種Ⅳ期　　　対象者：高校3年生相当（平成4年4月2日～平成5年4月1日生まれ）
※接種料金は無料です。期間は平成23年3月末までですが、なるべく流行期前の6月までに接種することをお勧めします。

地域子育て支援センター「あいあい」開館日　月～金8:30～17:15
（ふれあいプラザ内）022-6025　422-6027　（南保育園３階）026-2586　426-2925

■「ベビーマッサージ」開催
●講師　助産師　岩

いわさ

佐あけみさん
●日時　４月22日（木）10:00～11:30
●場所　ふれあいプラザ和室
●対象　生後２～６カ月ごろまで
●募集定員　10組（申し込み順）
●参加費　100円（オイル代）
●持ち物　バスタオルなど
●申し込み方法　４月５日（月）以降、
ふれあいプラザ内子育て支援センタ
ーに電話でお申し込みください。
■「あいあいらんど」を開催します！

●開催日および会場
　４月28日（水）　大平公民館
●時間　10:00～11:30
※参加を希望される方は、会場に直
接お越しください。
●持ち物　親子ともに室内靴とお子
さま用に水などをお持ちください。
■支援センターの子育てサークル
　４月・５月の開催日のお知らせ
　お子さまの成長に合わせた、年齢
ごとの子育てサークルです。

①ニコニコるーむ（0～6カ月児）
　親子遊びと育児の情報交換など
　４月12日（月）、５月10日（月）
②ハイハイるーむ（7～11カ月児）
　親子遊びを中心に、絵本の読み聞
かせや手作りおもちゃ製作など
　４月14日（水）、５月12日（水）
③ヨチヨチるーむ（１歳児）
　歩けるようになったらこちら。親
子遊びを中心に絵本や紙芝居など
　４月21日（水）※５月はお休み
④ランランるーむ（２歳児）
　上記に加え、パネルシアターや人
形劇などの視聴覚教材を活用
　５月６日（木）※４月はお休み
⑤ルンルンるーむ（３歳児以上）
　より活動的に、親子で体操やおも
ちゃ製作、時にはお散歩など
　４月15日（木）、５月13日（木）
●場所（共通）　ふれあいプラザ
●時間（共通）　10:00～11:30
※参加を希望される方は、直接お越
しください。また、本年度から開
始時間が変更になりました。

■第１回勉強会に参加しませんか？
　　　　   ※託児は要相談
　ファミサポでは、子育てに関する
勉強会を年４回実施します。
●日時　４月20日（火）9:30～12:00
●場所　ふれあいプラザ第一研修室
●募集定員　20人程度（申し込み順）
●内容　お子さまの安全のために覚
えておくべきことなど
●講師　白石警察署交通安全課署員
●申し込み方法　４月16日（金）まで、
電話でお申し込みください。
■普通救命講習会を開催します！　
 ※託児は要相談
●日時　５月15日（土）9:00～12:00
●場所　ふれあいプラザ和室
●募集定員　20人程度（申し込み順）
●内容　乳幼児と大人の心肺蘇

そせい

生法
やＡＥＤの使用法などの救急救命法
●講師　白石消防署員
●参加費　125円（テキスト代）
●申し込み方法　５月７日（金）まで、

事業主・労働者の皆さまへ
ご存じですか？「くるみんマーク」

　次世代育成支援対策推進法に基づ
き、労働者301人以上の企業は次世
代育成支援のための「一般事業主行
動計画」を策定し、労働局へ届け出
る義務があります。また、平成23
年４月１日からは、労働者数101人
以上300人以下の企業にも義務付け
られますので、お早めの手続きをお
勧めします。一定の要件を満たした
場合、子育てサポート企業として労
働局長の認定を受け、くるみんマー
クを広告や商品などに付け、企業イ
メージの向上を図ることができます。
●資料請求・問い合わせ先
宮城労働局雇用均等室　☎022-299-8844
・ホームページＵＲＬ
　http://www.miyarou.go.jp

電話などでお申し込みください。
■ファミサポ会員随時募集中！　
　お子さまの一時的な預かりや、送
迎などが必要になったときにご利用
ください。また、子育て支援に関心
のある方の入会もお待ちしています。
～提供会員さんの声を紹介します～
　子どもが好きでお手伝いしたいと
思い、会員になりました。自分の子
どもが小さかった時を思い出しなが
ら、楽しくお世話ができて、子ども
さんから元気をもらっています。

ご利用ください
「みやぎっこ応援カード」

●カードを提示すると
　県内約3,000（市内約140）の協賛
店で買い物をしたときなどに、各店
独自のサービスを受けられます。
　詳しくは、みやぎっこ応援サイト
（http://miyagikko.jp）をご覧くだ
さい。携帯電話もご利用できます。
●対象世帯およびカードの配布
　中学３年生までのお子さまか、妊
娠中の方がいる世帯。
　対象世帯には、平成20年６月にカ
ードを配布しています。お持ちでな
い方はお問い合わせください。
問子ども家庭課　☎22-1363

▲２月23日の３歳６カ月児健診を受診した子どもたち

▲

く
る
み
ん
マ
ー
ク

▲このカードをご提示ください

●開催日　４月８日（木）
●時間　11:00および15:30の２回
※4月23日（金）15:30から、「子ども
読書の日」記念のおはなしひろば
を開催します。
●場所　アテネ１階階段シアター
●内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ
問図書館　☎26-3004

４月のおはなしひろば

参加無料

参加無料
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Healthy Plaza健康ひろば ※問い合わせ先
　健康推進課　022-1362
　（健康センター内）

生活習慣病
予防のための ヘ ル シ ー ク ッ キ ン グ
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こ
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設
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都
市
で
は
、
孤
独
死
さ
れ
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
安
心
し

て
老
後
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過
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せ
る
よ
う
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国
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し
い
で
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■
健
康
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① 

禁
煙
は
、
遅
す
ぎ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
何
度
失
敗
し

て
も
良
い
で
す
。
火
の
用
心

に
も
な
り
ま
す
。

② 

食
事
は
、バ
ラ
ン
ス
良
く（
し

ょ
う
油
は
控
え
め
）
よ
く
か

ん
で
、
食
後
は
歯
磨
き
。

③ 

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
、「
お
ー
い
お
茶
」
な
ん

て
頼
ま
な
い
。

④ 

腕
を
振
っ
て
歩
く
、
ポ
ケ
ッ

ト
に
は
手
を
入
れ
な
い
。

⑤
嫌
な
こ
と
は
早
く
忘
れ
る
。

そこが知りたい
国保・後期高齢者医療

この4月から、進学のため白石
から転出することになりまし

た。保険証はどうなりますか？

修学のため、市外に住所を異
動することになった方が、引

き続き家族の国民健康保険に加入し、
本人以外の方が保険料を納める場合は、
特例として修学期間に限り「国民健康
保険修学被保険者証」の交付を受ける
ことができます。

① 申請方法　在学証明書（※1）と現在
の被保険者証、印鑑を持参の上、健
康推進課窓口で申請してください。
② 有効期限　現在の被保険者証の有効
期限です。
③ 更新方法　修学期間（※2）は資格を
有しますが、10月の被保険者証更新
前に在学証明書を添付の上、更新申
請が必要になります。

　詳しくは、健康推進課までお問い合
わせください。

※1 ．入学前であれば合格通知書でも可
能ですが、後日、在学証明書を提
出していただきます。

※2 ．入学した4月1日から卒業する3月
31日まで。

問健康推進課　☎22－1362

Ｑ.

Ａ.

●休日当番医・調剤薬局
月日 内科 外科 調剤薬局 歯科

4月 4日 海上内科医院
☎25-1501

公立刈田綜合病院
☎25-2145

フレンド薬局白石
☎24-2119

白
石
市
歯
科
休
日
診
療
所（
健
康
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

☎
２
５
―
４
７
４
４

伊新薬局
☎26-2593

4月11日 梅津内科医院
☎24-3571

公立刈田綜合病院
☎25-2145

フジ薬局
☎24-3355

4月18日 引地泌尿器科内科クリニック
☎26-2823

おおはし整形外科
☎22-2888

さんた薬局
☎26-3376

高木薬局
☎25-2320

4月25日 塚本内科消化器科
☎26-1026

大泉記念病院
☎22-2111

4月29日 やまきクリニック
☎26-3888

加藤整形外科小児科医院
☎26-2653

うさぎ薬局
☎26-3557

サンコウ調剤薬局
☎24-2523

5月 2日 佐藤医院（蔵王町宮）
☎32-2002

公立刈田綜合病院
☎25-2145

四ツ目屋薬局（蔵王町宮）
☎32-3360

蔵王ヘルスマート薬局（蔵王町宮）
☎32-4550

5月 3日 内方医院（蔵王町宮）
☎32-2101

堤医院
☎25-1181

にしうら薬局（蔵王町宮）
☎32-3020

フレンド薬局清水小路
☎24-3393

5月 4日 柿崎小児科
☎25-2210

橋本整形外科医院
☎25-1616

あさひ薬局
☎22-5040

5月 5日 たかはし内科クリニック
☎22-2535

さたけ整形外科（蔵王町円田）
☎33-4855

みどり薬局城北店
☎22-4966

「
老
後
に
不
安

　

あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

介護老人保健施設　リラの郷
さと

伊
い

東
とう

　正
しょう

作
さく

●4月末までに、市内全世帯へ各種検診の申込用紙をお送りします

～申込用紙が送られた世帯はすべて、期限までに必ずご提出ください～
　本年度も、各種検診の申し込みを一括して行います。
　4月末までに、申込用紙を各世帯にお送りしますので、「申し込む・申し込まない」にかかわらず、必要事項をご記入の上、5月11日
（火）までに返信用封筒で郵送するか、または直接健康推進課に提出してください。
　なお、本年度より、検診料の無料対象者が75歳以上となりますので、ご注意ください。

モッツァレラチーズ 30g
ロースハム 2枚
サニーレタス 1枚
ライスペーパー 2枚
粗びき黒コショウ 少量
スイートチリソース 適量

材料（２人分）

エネルギー97kcal／たんぱく質4.8g／塩分0.6g

〈
作
り
方
〉

❶
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ッ
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❷
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、
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ち
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た

サ
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お
好
み
で
ト
マ
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キ
ュ
ウ

リ
、
セ
ロ
リ
、
ニ
ン
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緒
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❸
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お
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の
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と
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砂
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少
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レ
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ぞ
。

モッツァレラの
シンプルロール
火を使わないので、
子どもも楽しみながら
クルクルできます。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
白
石

長
袋
地
区
の
皆
さ
ん

●こころの保健事業　（場所：健康センター）
事業名 対象者 内容 相談日時

こころの相談
（精神保健福祉相談）心の健康問題を抱える人およびその家族 精神科医による個別相談

4月13日（火） 9:30～12:00

5月11日（火） 9:30～12:00

もの忘れ相談
（認知症相談） 物忘れや認知症の方およびその介護で悩む方々 精神科医による個別相談

4月21日（水）13:00～15:00

5月26日（水）13:00～15:00

※相談を希望する方は、事前予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（☎22-1362）にお問い合わせください。

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ　（場所：仙南保健福祉事務所） ※○印は精神科医による相談

事業名 対象者 内容 相談日時

アルコール専門相談 アルコールの問題を抱えている本人およびその家族 相談員による個別相談
4月 9日（金）

5月14日（金）

13:00～15:00

13:00～15:00

思春期・ひきこもり
専門相談

思春期の心の問題を抱えている本人および
その家族や関係者、ひきこもりの状態の本人
およびその家族や関係者

相談員によるカウンセリングまたは、
精神科医による相談（診察）

○  4月22日（木）

4月23日（金）

5月28日（金）

13:00～15:00

13:00～15:00

13:00～15:00

※相談を受けたい方は事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所 母子障害班（☎0224-53-3132）にお問い合わせください。

●献血へのご協力ありがとうございました

2月：白石消防署　4人、トーカドエナジー（株）　16人、（株）エコー設備工業　9人
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白石城ボランティア
観光ガイド募集

地域コミュニティ育成支援（やる気応援）
事業補助金交付団体募集

自衛官募集

白石市民吹奏楽団員募集

地域農業いきいき推進事業
補助金交付団体募集

陸上競技公認審判員
資格認定講習会

３Ｂ体操サークル（夜間）
メンバー募集

船岡駐屯地桜まつり

 科学技術週間
角田宇宙センター一般公開

白石市スポーツ少年団団員募集

宮城県白石高等学校
学校公開のお知らせ

労働基準監督官
国税専門官募集

自治宝くじコミュニティ
助成事業募集

～４月９日（金）は無料体験会開催～
　40代～50代中心のサークルです。
もちろん、それ以外の年齢の方でも
構いません。３Ｂ体操は、ボール・ベ
ル・ベルターの３つの道具を使い、音
楽に合わせて体を動かすストレッチ
体操です。肩凝りやストレス解消に
もぜひどうぞ！無料体験会の参加は、
事前にご連絡ください（当日も可）。
●日時　毎月第２・第４金曜日
　　　　19:00～20:30
※４月は９日・23日に開催
●場所　セラビ白石店研修室（２階）
●会費　月額1,000円
●講師　中

なかじま

島　弘
ひろ こ

子先生
●申し込み・問い合わせ先
アラＧＯ３Ｂ体操ナイト
太
おおた

田　☎090-5189-7419（18時以降）

●受付期間　4月1日（木）～5月10日（月）
●幹部候補生（大学卒業程度）
・資格  平成23年４月１日現在、22
歳以上26歳未満の者
・第１次試験　5月15日（土）・16日（日）
ただし、16日は海・空飛行要員のみ。
・第２次試験  ６月15日（火）～17日
（木）のうち指定する日
●一般曹候補生（高等学校卒業程度）
・資格  平成23年４月１日現在、18
歳以上27歳未満の者
・第１次試験　５月22日（土）
・第２次試験　６月23日（火）～
28日（月）のうち指定する日
※詳細はお問い合わせください。
問自衛隊宮城地方協力本部大河原地
域事務所　☎0224-53-2185

●対象団体　農家組合や農業法人（３
戸以上）、農林業関係任意組合・団体
（３戸以上）、森林組合で、地域農林業
の活性化への貢献が期待できる団体
●対象事業　ほかの団体などから補
助を受けていない団体で、次のいず
れかに該当する事業
①産地拡大推進型事業　新たな農林
産物・加工品の導入・拡大、地産地
消、グリーンツーリズムの推進を実
施して産地拡大を図り、地域農業を
発展させようとする事業
②集落環境保全型事業　農村環境や
生活環境などの保全につながる減農
薬・減化学肥料、有機農産物、環境
保全活動などへの取り組みに必要な
事業
③集落営農促進型事業　集落営農を
促進させるために必要な団地化や、
品質向上・省力化などの事業
●補助内容　
①補助率　ソフト事業の場合は補助
対象経費の２分の１以内、ハード事
業の場合は３分の１以内
②補助限度額　一団体につき50万円
③補助期間　３年以内
●申請期限　６月30日（水）
●申請・問い合わせ先
農林課　☎22-1253

　地域の皆さまに、校舎と授業を公
開します。ぜひ、ご見学ください。
●日時　４月29日（祝）
※９時20分から12時20分の間で、都
合の良い時間にお越しください。
11時40分からは校舎を案内します。
●会場　白石高等学校（八幡町）　
※事前予約は必要ありません。また、
学校内には駐車場はありませんの
で、ご了承ください。
問同校　☎25-3154

　陸上競技に関心を持ち、ボラン
ティアとして陸上競技大会の審判に
携わりたい方の認定講習会です。
●日時　４月17日（土）13:00～16:30
●場所　中央公民館視聴覚室（2階）
●講師　宮城陸上競技協会審判委員会委員
●講習内容　「日本陸上競技連盟競技
規則」などの解説
●受講資格　年１回以上競技大会に
出席できる、18歳以上の男女。受講
者全員に、公認審判員の資格が与え
られます。
●受講料　8,000円（登録料など）
●申込期限　４月16日（金）
※当日、会場でも受け付けます。
●申し込み・問い合わせ先
白石市陸上競技協会理事長
大
おおの

野　☎25-7346 

●日時　４月18日（日）10:00～15:30
●会場　角田宇宙センター
　　　　（角田市君萱字小金沢１）
●内容　施設公開、科学実験などを
行います。
※当日は、角田市観光物産協会の出
店も行われます。

　当日は、ＪＲ船岡駅前から会場ま
で無料シャトルバスを運行しますの
で、ぜひご利用ください。
問同センター　☎0224-68-3111

●対象団体
次の事項すべてに該当すること。
①恒常的にコミュニティ活動に貢献
　が期待できる団体
②営利や宗教・政治活動を目的とし
　ない団体
③５人以上の市内の小規模な団体
④上部組織の傘下にない団体
⑤組織されて５年未満の団体
※ただし、設立５年以上の団体でも、
新規事業を取り組むときに対象と
なる場合があります。
●補助金額　10万円以内
※対象事業費の２分の１以内
●補助期間　原則３年間
●申請締め切り日　６月25日（金）
●申し込み・問い合わせ先
企画情報課　☎22-1324

　白石城や武家屋敷を訪れるお客さ
まに、ボランティアで施設の説明や
案内をしていただける方を募集しま
す。皆さん、ぜひご応募ください。
●対象　４月から11月までの、土・
日・祝日にご協力いただける方
●応募・問い合わせ先
白石城管理事務所　☎24-3030

　楽器経験者で休止中の方、または
興味のある方、一緒に演奏しません
か。気軽に見学にお越しください。
全パートで募集しています。
●練習日　毎週日曜日13:00～17:00
●練習場所　主にいきいきプラザ
●団費　月額1,000円、学生は500円
●ホームページＵＲＬ
http://music.geocities.jp/shiroishi_
wind_e/index.html
●問い合わせ先
団長　山

やまだ

田　☎090-4043-0959
●Ｅメールアドレス
shiroishi_wind_e@yahoo.co.jp

　陸上自衛隊船岡駐屯地を開放し、
毎年恒例の「桜まつり」を開催しま
す。夜桜も楽しめますので、皆さん
ぜひお越しください。
●日時　４月８日（木）～18日（日）
月曜日～金曜日は17:00～20:00
土曜日・日曜日は９:00～20:00
※ただし、11日（日）は、9:00～16:00
●場所　陸上自衛隊船岡駐屯地
※桜の開花状況などにより、日程を
変更する場合があります。

●日時　４月11日（日）9:00～16:00
●内容　記念式典、観閲行進、訓練
展示、音楽演奏、ジープ・ボート試
乗、戦車試乗（当日整理券を配布）
物産販売など
問陸上自衛隊船岡駐屯地司令職務室
☎0224-55-2301（内線211）

　昨年度は、２つの自治会で地域づ
くりのために、さまざまな整備が行
われました。この事業を活用したい
場合は、お早めにご相談ください。
●事業内容
①一般コミュニティ助成事業
　自治会などで恒常的に活動するた
めの備品が対象です。また、花壇な
どの造成、苗木と種子の購入、用具
などの整備も対象となります。
②コミュニティセンター助成事業
　コミュニティセンターや自治会集
会所の建設事業が対象です。
③青少年健全育成助成事業
　スポーツやレクリエーション活
動、文化や学習活動などの健全育成
に関するソフト事業が対象です。
●助成額（10万円単位）
①一般　100万円から250万円まで
②センター助成　対象事業の５分の
３以内、限度額1,500万円まで
③青少年　30万円から100万円まで
●審査基準
①自治会などの活発な活動の状況
②事業の必要性や緊急性
③宝くじの広報効果など
●申し込み・問い合わせ先
企画情報課　☎22-1324

●受験資格
・昭和56年４月２日～平成元年４月
１日生まれの者
・平成元年４月２日以降生まれの者
で次に掲げる者
①大学を卒業または平成23年３月ま
でに大学を卒業する見込みの者
②人事院が①に掲げる者と同様の資
格があると認めるもの
●受付期間
　４月１日（木）～４月14日（水）
※詳しくはお問い合わせください。
●労働基準監督官の問い合わせ先
宮城労働局総務部総務課人事係
☎022-299-8833
●国税専門官の問い合わせ先
仙台国税局人事第二課　試験研修係
☎022-263-1111（内線3236） 

　スポーツ少年団は、青少年の健全
育成を図るために全国で設置され、
スポーツ活動の練習、各種大会への
参加をはじめ、研修会やキャンプ、

奉仕活動などに取り組んでいます。
●申し込み・問い合わせ先
各団またはスポーツ少年団本部
（事務局：生涯学習課　☎22-1343）

種目 団名 連絡先名 電話番号 練習場所

野球

青麻少年野球クラブ 青
あおやなぎ

柳　　護
まもる

25-9301 深谷小学校ほか

大平少年野球クラブレインボー 島
しまぬき

貫　政
まさのり

憲 25-3438 大平小学校

大鷹沢少年野球クラブ 宍
ししど

戸　　進
すすむ

25-5528 大鷹沢小学校

越河少年野球クラブ 佐
さ く ま

久間えい子
こ

28-2452 越河小学校

白川少年野球クラブ 佐
さとう

藤　一
かず お

夫 27-2169 白川小学校

白石少年野球クラブ 渡
わたなべ

部壯
そうたろう

太郎 24-3776 白石第一小学校

白石ヨッシャーズ少年野球クラブ 小
こむ ろ

室　賢
けん じ

二 24-4837 アツギ白石グラウンドほか

福岡少年野球クラブ 日
くさか

下　博
ひろあき

秋 25-5862 福岡小学校

剣道 蓮心館剣道 藤
とうま

間　哲
てつ お

雄 25-3632 ひかり幼稚園

バレーボール 白石サンダーズ 斎
さいとう

藤　　隆
たかし

26-2423 白石第一小学校

サッカー

大平サッカークラブ 佐
さ く ま

久間勝
かつひこ

彦 25-5937 大平小学校

白石サッカー 佐
さとう

藤　容
よう こ

子 25-7366 白石第二小学校

ＦＣ白石ジュニアーズ 佐
さとう

藤　祐
ゆうひろ

弘 25-0017 白石第一小学校

柔道 白石三省塾柔道 前
まえじま

島　盛
もりぞう

三 25-3552 白石三省塾道場

空手道

白石空手道 我
あがつま

妻　　勇
いさむ

24-4557 白石中学校武道場

斎川空手道 松
まつの

野　裕
ひろ み

美 24-3698 斎川小学校ほか

白川空手道 高
たかはし

橋　えり 27-2251 白川公民館

ソフトテニス
白石ソフトテニス 大

おおの

野　　稔
みのる

24-4565 益岡公園テニスコート

福岡Ｊｒソフトテニスクラブ 佐
さと う

藤　政
まさのり

則 25-2314 益岡公園テニスコートほか

ドッジボール アルバルクキッズ 島
しまぬき

貫　春
はる み

美 090-6453-9908 白石第二小学校

募集します

入場無料

■船岡駐屯地創立記念行事

■無料シャトルバスを運行します



32Shiroishi_H22.433 Shiroishi_H22.4

Information Expressお知らせ特急便Special Topics5

地区 日程 実　施　場　所 実施時間

白　

石
・
大　

平

４
月
７
日
（
水
）

小下倉集会所 9 :00～ 9 : 10
白石川サッカー公園 9 :20～ 9 : 40
郡山集会所前 9:50～10 :10
観音崎公園前 10:20～10 :40
松ケ丘第２公園前 10:50～11 :10
寿山会館 11:20～11 :30
上郡山集会所 13:00～13 :10
鷹巣地区コミュニティセンター 13:20～13 :40
鷹巣我妻商会脇 13:50～14 :00
旭町市営アパート北側公園前 14:10～14 :20
東町蔵王レース北側 14:30～14 :40
杉浦製作所前 14:50～15 :00

４
月
８
日
（
木
）

中央公民館 9 :00～ 9 : 40
白石市図書館前 9:50～10 :30
中央公園内南側 10:40～10 :50
田町会館前 11:00～11 :30
白石高校前益岡公園駐車場 13:00～13 :30
城南集会所 13:40～14 :00
大平公民館 14:10～14 :40
大平５区集会所 14:50～15 :00

越
河
・
斎
川

４
月
９
日
（
金
）

越河公民館 9 :10～ 9 : 40
越河部落会館 9:50～10 :20
越河９区集会所 10:30～10 :50
越河駅前ポンプ置場前 11:00～11 :30
斎川公民館 13:00～13 :40
中斎川転作研修センター 13:50～14 :10

大
鷹
沢
・
白
川

４
月
12
日
（
月
）

大鷹沢公民館 9:10～10 :00
大鷹沢４区集会所 10:15～10 :25
大鷹沢６区集会所 10:35～10 :55
犬卒都婆公会堂 11:10～11 :30
白川公民館 13:00～13 :40
白川４区小野忠夫様宅前 13:50～14 :00
内親生活センター 14:10～14 :30

地区 日程 実　施　場　所 実施時間

福　

岡
・
小　

原

４
月
13
日
（
火
）

大網担手センター 9 :10～ 9 : 20
弥治郎集会所 9 :30～ 9 : 40
鎌先消防詰所 9:50～10 :00
川原子停留所 10:10～10 :20
不忘研修センター 10:30～10 :40
蔵王岡部捨雄様宅前 10:50～10 :55
蔵王下ノ集乳所前 11:00～11 :05
三住転作研修センター 11:15～11 :30
西区上集会所 13:00～13 :20
八宮生活センター 13:30～14 :00
深谷公民館 14:10～14 :30
北区なかよし広場前 14:40～14 :50
東区集会所 15:00～15 :10

４
月
14
日
（
水
）

福岡公民館 9 :10～ 9 : 50
下原集会所 10:00～10 :10
上原集会所 10:20～10 :30
滝上消防ポンプ置場前 10:40～10 :50
滝下会館前 11:00～11 :20
下戸沢集会所 13:00～13 :05
冷清水集会所前 13:15～13 :20
旧木村スタンド前 13:30～13 :35
大熊集会所 13:45～13 :50
みやぎ仙南農業協同組合小原支店前 14:00～14 :05
小原公民館 14:15～14 :20
新町斎藤商店スタンド向 14:30～14 :35
赤坂集会所 14:45～14 :50
小日向橋入口 15:00～15 :05
明戸集会所 15:15～15 :25
かつらや駐車場 15:35～15 :40

病　　院　　名 住　　　　　所 電話番号
アーク動物病院 白石市城南一丁目2-18 ☎25-5025
斎藤家畜医院 白石市字半沢屋敷前73 ☎26-2235
菊地家畜診療所 白石市寿山33-7 ☎25-2306
箱崎動物病院 白石市旭町四丁目2-8 ☎26-1777
的場動物病院 村田町村田字松崎45-2 ☎0224-83-2882
かとう動物病院 柴田町西船迫１丁目11-56 ☎0224-59-3085
ぜにた動物病院 柴田町船岡字新栄3-42-16 ☎0224-57-1121
さくらペットクリニック 柴田町船岡字西住町5-8 ☎0224-53-7125
野口ペット病院 大河原町字東桜町10-22 ☎0224-53-2341
工藤家畜診療所 大河原町大谷字見城前57-41 ☎0224-52-3437
仙南獣医科医院 大河原町字新南36-10 ☎0224-52-3355
はるも動物病院 大河原町字新南59-13 ☎0224-87-6117
宮下獣医科医院 丸森町字飯泉22-1 ☎0224-72-1929
星家畜医院 丸森町大内字西畑40 ☎0224-79-2024
ウイル動物病院 角田市梶賀字東170-1 ☎0224-63-3306

※指定動物病院に電話で予約してください。
※指定動物病院で注射を受ける方も、裏面の問診票と申請書を必ず記入の上、鑑札
をご持参ください。

■平成22年度狂犬病予防注射および登録実施日程表

紙上から
お礼申し上げます

市民と市長の懇談会
「わいわいトーク」を開催します

第3回白石市バドミントン協会長杯
争奪バドミントン春季大会

白石市スポーツ振興計画
を策定しました

春季消防演習

市営白石駅前駐車場
をご利用ください

　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。家族みんなで過ごしま
しょう！　今月は４月18日です。

　本市で行う狂犬病予防注射（集合
注射）の日程が合わず、注射が受け
られない飼い主の方は、右表の指定
動物病院で注射を受けていただくこ
とになります。

■指定動物病院

　生活基盤の整備や福祉事業などの
ため、次の方々からご寄付をいただき
ました。紙上からお礼申し上げます。
羽山砕石㈱ 代表取締役 井上勝次氏、
（社）仙南法人会青年部会 部会長
大沼克巳氏

　白石の医療を支える公立刈田綜合
病院と、本市の財政状況について、
市民の皆さまへご説明します。当日
は風間市長と高

たか

林
ばやし

俊
とし

文
ふみ

院長が出席し
ます。
●開催日時および会場
・４月12日（月）13:30～15:00
　市役所４階大会議室
・４月19日（月）13:30～15:00
　中央公民館２階講座室
●内容
　公立刈田綜合病院と本市の状況な
どを説明後、皆さまからご質問など
をお受けします。
●その他
　市役所に車でお越しの際は、城下
広場の駐車場もご利用ください。

　市民と市長の懇談会「わいわい
トーク」を、本年度も実施します。
●実施期間
5月1日（土）～平成23年2月28日（月）
●実施時間
　平日の9:00～21:00の間で、おおむ
ね１時間30分。土・日・祝日を希望
される場合はご相談ください。なお、
公務により、日程を調整させていた
だくことがあります。
●申し込み方法
　事前に電話などで日程を調整後、
総務課備え付けの申込書に必要事項
を記入して、実施日の10日前までお
申し込みください。
●開催単位
　自治会を単位に、おおむね10人以
上の出席で開催できます。
●その他
　懇談のテーマを必ず設定し、会場
をご用意ください。また、市政など
へのご意見やご提案をいただくもの
であり、苦情や要望のみをお聞きす
るものではありません。趣旨をご理
解の上、お申し込みください。
●申し込み・問い合わせ先
総務課☎22-1331・424-4861

　進学・就職の時期に合わせて、月
ぎめ駐車場をお探しの方など、市営
の白石駅前駐車場をぜひご利用くだ
さい。一時利用もできます。
　随時受け付けしていますので、都
市整備課までお問い合わせください。
●月額利用料金　4,500円
問都市整備課　☎22-1325

　教育委員会では、平成20年４月に
「しろいしスポーツ振興連絡協議会」
を設立し、さまざまな議論を重ねて
きました。この会議で出された意見
を検討し、このたび「白石市スポー
ツ振興計画」を策定しました。計画
では、明るく豊かな市民生活のため
に、スポーツの普及・振興を一つの
課題ととらえ、幼児からお年寄りま
でスポーツに親しむことができるよ
うにスポーツの振興を図ります。
　また、スポーツがまちづくりや人
間の成長の重要な要素であり、「スポ
ーツを通した人づくり・まちづくり」
を目的とした計画となっています。
　この計画の詳細は、生涯学習課の
ホームページをご覧いただくか、生
涯学習課にお問い合わせください。
問生涯学習課　☎22-1343

　白石市消防団では、恒例の春季消
防演習を開催します。消防ポンプに
よる一斉放水は11時40分ごろに行い
ますので、ぜひご参観ください。
　また、当日７時に市内一斉にサイ
レン吹鳴や打

だ

鐘
しょう

を行いますので、火
災と間違わないようご注意願います。
●日時　4月18日（日）8:30～
●場所　白石川緑地公園ソフトボール場
（雨天時は、白石第一小学校体育館
で行います）
問生活環境課　☎22-1314

●日時　４月18日（日）　9:00～
●場所　スポーツセンター
●参加資格　市内および刈田地区に
在住または勤務・通学している方の
ほか、市内バドミントンクラブに所
属している方
●種目　一般ダブルス（男女別）
●参加料　１パート　1,500円
●申込締め切り日　４月10日（土）

●日時　毎週木・土曜日に開催
木曜日18:30～、土曜日9:30～
●場所　スポーツセンター
●会費　月額1,000円
　　　　（中学生以下は、500円）
※初回にスポーツ保険代、1,600円
（中学生以下は600円）が必要です。
●申し込み・問い合わせ先
白石市バドミントン協会　日

くさか

下
☎25-0262・425-0264

お知らせします 開催します

■バドミントン教室参加者募集

■「わいわいトーク」開催自治会を
募集します
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地域とともに歩み続けた白高と白女

登 録 年 度
鑑 札 番 号平成　　年度第 号 更新　・　新規 受付整理№．

※記入不要

申
フ リ ガ ナ

込 者氏名 電話 自 治 会 名

申込者住所 鑑札の有無 有　・　無

犬 の 種 類 犬の名 犬 の 体 格 大・中・小

犬の生年月日 　年　　月　　日生 性　別 オス・メス 犬 の 毛 色

そのほか、犬の特徴となる事項

平成 22 年度

犬の登録・
狂犬病予防
注射申請書

●記入漏れのないようお願いします（システムに入力するためすべて記入してください）。
●２頭以上飼っている場合は、用紙をコピーするかメモ紙に上記の内容を写して記入し、ご持参ください。
●必ず鑑札もご持参ください。申請書の記入漏れや、鑑札を持参されない場合は、受け付けが後になることがあります。

■狂犬病予防注射　問診票（健康チェック）※注射前に必ず記入してください。
　　会場では、健康な犬のみ注射できます。問診時の参考にしますので、該当する項目に○をしてください。
１　現在、愛犬に体調の悪い所はありますか？･･････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
２　現在、何か治療を受けていますか？････････････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
３　生理中・妊娠中・授乳中ですか？･･････････････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
４　１カ月以内に、ほかの予防注射を受けましたか？････････････････････････････････　はい　・　いいえ
５　狂犬病ワクチンや混合ワクチンで、副作用が起こったことはありますか？･･････････　はい　・　いいえ

平成22年度　犬の登録と狂犬病予防注射を行います
　狂犬病予防法の規定により、犬の登録と狂犬病予防注
射を裏ページの日程の通り行いますので、最寄りの会場
で注射を受けられますようお知らせします。
　なお、平成７年度以降に一度登録された犬は注射のみ
となり、未登録の犬は登録が必要となります。
１．対象犬　生後91日以上の犬
　　　　　　（番犬・猟犬・座敷犬など、すべての犬）
２．経費　◎平成７年度以降登録済犬 3,020円
　　　　　◎未登録犬（新規登録） 6,020円

【新規内訳】注射料　3,020円
登録料　3,000円

　　　　　◎犬鑑札再交付 1,600円
※犬の登録と狂犬病予防注射は、狂犬病予防法により義
務付けられています。

　死亡届（印鑑必要）や登録事項の変更届は、市生活環
境課に届け出ください。また、予防注射の際、会場での
届け出もできますので手続きをお願いします。
　飼い犬が数年前に死亡し、未届の方が見受けられます。
同様に届け出をお願いします。

●下記の申込書と問診票を必ずご記入の上、犬鑑札と一
緒に会場にご持参ください。
●会場には、犬を制止できる
方に連れてきていただくとと
もに、事故などを防ぐため係
員の指示に従ってください。
●注射の手順は、①獣医師の
問診→②注射→③申請書受け
付け・料金の支払い→④注射
済票受領となります。
●フンの後始末をする道具を
持参し、フンをした場合は必
ず処理してください。

●集合注射の日程が合わないなどで注射できない飼い主
の方は、指定動物病院で注射を受けてください。
●指定動物病院には、電話で予約し申請書と問診票に記
入の上、犬鑑札と一緒に持参してください。
●料金は、狂犬病予防注射料金のほかに、個別注射料が
加算されます。詳しくは、指定動物病院に直接お問い
合わせください。
※例年６月に一度実施していました集合注射の追加は、
本年度からは行いません。４月の集合注射の日程が合
わないなどで注射できない飼い主の方は、指定動物病
院で注射を受けてください。

 問生活環境課　☎22-1314

　この２年間、白女の校長をさせて
いただき、生徒からたくさんのこと
を教えてもらいました。特にこの一
年は、女子校として最後の年という
ことで、一つ一つの行事を思い出深
く終えることができました。
　生徒たちも、一生懸命やることを
通して、白女が受け継いできた伝統
や精神、そして白石の中で果たして
いる使命というものを、十分に感じ
て誇りを持って卒業し、１．２年生
は統合校にいって新しい学校をいい
ものに作り上げてくれるものと思い
ます。
　伝統ある白女最後の年に、校長を
務められたことを誇りに思います。

　99年の歴史の中で携わった多くの
人たちがいます。自分自身も白女の
卒業生であり、保護者ということだ
けでなく、人一倍熱い思いで学校の
ことを思っています。
　５年前に白石高校との統合の話が
でたときには、信じられませんでし
た。しかし、時代の波には逆らえず、
統合という結果になりました。建物
はなくなりますが、白女という名前
は永遠に残ります。同窓生をはじめ、
先生方や保護者の皆さまなど、たく
さんの人たちの思いが詰まった白女
は、統合により形としてはなくなり
ますが、私たちの心の中にはこれから
もずっと残っていくものと思います。

　私自身が白女に通っていたとき、
女子だけということで勉強と部活動
を、精いっぱいできる環境であった
と思います。
　卒業式の生徒たちのあいさつに、
「後輩たちも先輩の背中を見て」と
ある通り、目には見えない校風、伝
統があるのだと感じました。
　そして、伝統を持ちながらもその
ときそのときで、生徒たちの持ち味
を生かして校風にしばられず、そう
かといって自由すぎず、規律を守り
ながらやってこられた学校じゃな
かったかなと思います。
　白女は、本当に素晴らしい学校で
あったと誇りに思います。
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感に満ちた今の時代の空気に
飲み込まれ委縮せず、伸びやかに
チャレンジすることを希望します。
　高い志、広い視野、深い思考力、
自ら難しいことにチャレンジするよ
うな積極的な姿勢でなければならな
い。白高の校訓はまさにそうした姿
勢をはぐくむものです。
　男子校最後の卒業生である皆さん
には、これからもぜひそうした気概
と姿勢を保ち続けてもらいたい。ま
た、保護者・ご家族の皆さまには心
より感謝します。卒業生皆さんの将
来のご多幸をお祈りします。

　卒業生の皆さん、そして保護者の
皆さん卒業おめでとうございます。
　最後の年を思い出に残る年にしよ
うと、さまざまな行事で皆さんは頑
張りました。残念ながら統合します
が、今回の統合も白高の長い歴史の
中の１ページに過ぎないと思いま
す。私が白高に通っていたときは、
制帽の自由化が騒がれ、２年下の代
で制服が自由化されました。
　過去の歴史をたどっても、いろい
ろな変遷があります。世の中がどん
なに変わろうと、自信を持って皆さ
んの将来を切り開いてください。

　私が高校生のときは、仙台一高や
二高にも負けない気概で学生生活を
送っていました。部活はバスケット
ボール部で弱かったですが…。
　卒業生の皆さんは、羅針盤のない
21世紀を泳ぎきっていかなければな
りません。私の恩師が「人生をいか
に努力し、いかに精いっぱい生きた
か、それが人生の勝利者か否かに分
けられる。このことを胸に抱いて頑
張れ」と言いました。これが白高の
校訓である「自

じきょうやまず

彊不息」です。この
精神を常に胸に抱いて、精いっぱい
この時代を泳いでいってほしいです。
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■飼い犬が死亡したときや飼い主の氏名や住所が変更
になったときは届け出をお願いします

■集合注射会場で受ける場合の注意事項

■指定動物病院で受ける場合
　（指定動物病院は裏面に記載）

き り と り 線

▲鑑札は必ず持参ください

［参考］

白高と白女、それぞれの思い
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白女最後の卒業式に感無量白女最後の卒業式に感無量

　白女では、同日の午前10時から卒
業式が行われた。普通科と看護科の
199人が白女最後の卒業生として思
い出がいっぱいの学びやとお別れし
た。
　式では、在校生を代表して２年生
の梶

かじ

賀
が

まな美
み

さんが、「先輩たちは、
報われることがなくても、それまで
の努力が人に自信を与え、まっすぐ
に未来を見つめる強い意志が、大切
な場面で人を支えるのだと身をもっ
て示してくれました」と話し、卒業
する先輩たちに言葉を送った。
　また、統合する白石高校で最上級
生となる心構えとして、「先輩たち
が教えてくれたこと、残してくれた
足跡を残さず新白石高校へ持って行
き、自らまたその跡を踏み固めて、
新しい道をつくっていきます。白女
の良き伝統を守り、さらに新たな伝
統をつくり未来へとつないでいきた
い」と決意を語った。
　199人の卒業生を代表して答辞に
立った上

かみにし

西惠
さと

子
こ

さんは、「白石高校
との統合により、白女99年の歴史が
消えてしまうのではないかと思って
いましたが、優秀な後輩たちの姿を

　本年４月８日、白高と白女が統合
して、共学となる「白石高校」が誕
生する。白高110年、白女99年の歴
史と伝統が、この統合により新たな
高校の歴史と伝統へと受け継がれて
いく。
　このまちで、明治、大正、昭和そ
して平成と、多くの若者たちととも
に輝き続け、見守ってきた２つの学
校。本市では、平成21年４月から
本年３月までの１年間にわたり両校
を取材し、両校の最後の一年間を振
り返るとともに、新しい白石高校へ
の思いを広報しろいし４月号と５月
号で紹介する。

見て、『消えない』と確信しました。
新たな伝統を受け継ぎながらも白女
を忘れずにいてくれることでしょ
う。厳しい社会の荒波の中でも、白
女で培った『明るく　強く　美

うるわ

しく』
の精神が、きっと私たちの力になっ
てくれると思います」と、涙をこら
えながら思いのかぎりを語った。

専攻科看護科は涙の卒業式に

　今年で4回目となる専攻科看護科
の卒業式は、午後1時から行われ、
涙の卒業式となった。
　１年生を代表して送辞を述べた
川
かわだ

田祥
しょうこ

子さんは、こみ上げる涙に言
葉を詰まらせながら、「先輩たちは

私たちの憧
あこが

れです。先輩たちが築き
上げた看護の心を受け継いでいきま
す」と話し、お世話になった先輩た
ちに感謝の言葉を送った。
　卒業生30人を代表して加

か

藤
とう

瞳
ひとみ

さん
は「５年間で学んだ看護する素晴ら
しさと命の尊さ、相手を思いやる気
持ちや仲間の大切さを忘れずに、そ
れぞれの道を歩んでいきます。白女
の統合はとても寂しいですが、今ま
で築いてきた白女の伝統は、私たち
の心の中で消えることはありませ
ん」と涙ながらに語り、会場はたく
さんの涙があふれ、最後の卒業式は
感動のうちに終わった。

男子校最後…白高魂よ永遠に

　白高では、３月１日の午後１時30
分から卒業式が行われた。全日制課
程135人と定時制課程11人の計146人
が、汗と涙が詰まった校舎に別れを
告げ、新たな旅立ちを誓った。
　式では、在校生を代表して２年生
の我

あがつま

妻克
かつ

哉
や

さんが、「定期戦の応援
練習で、先輩たちの勝利への執念「白
高魂」を感じ、白高生としての自覚
や誇り、忍耐力が培われました。そ
して、男子校最後にふさわしい大勝
利を収め、大声で凱

がい

歌
か

を歌い喜びを
分かち合うことができました。」と、
先輩たちとの思い出を語った。
　また、「これまで先輩方から受け
継いだ、この「白高魂」を伝承して
いきます」と決意を新たに誓った。
　全日制の卒業生を代表して答辞に
立った高

たかはし

橋尚
なお

也
や

さんは、「昨年の世
相を表す漢字が「新」だったのに対
し、この１年間は「最後」という言
葉が白高を包みました。終わりは新
しい何かが始まる合図でもありま
す。この益岡の地で積み上げた精神
力を失うことなく、新白石高校の創
立１年目を華やかに飾ることを期待
します。そして、男子校最後の卒業

生として恥ずかしくないように、前
向きに努力していくことを誓いま
す」と力強く語った。

定時制課程中心校に歴史の幕

　本年度に大河原商高と統合する中
心校。最後の４年生７人は、「定時
制のともしびを最後に大きく光輝か
せよう」を合言葉にこの１年を過ご
した。そして、「白高は、もう一度チャ
レンジする機会を与えてくれた大切
な場所でした」と卒業生代表の
佐
さ く ま

久間翔
しょう

太
た

さんが思いを語り、新た
な人生へと旅立つとともに、ここに
62年の歴史に幕を下ろした。
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輝き続けた２つの高校！輝き続けた２つの高校！

▲後輩たちも涙が止まらない ▲５年間の仲間との別れに涙が･･･

▲あふれる涙をぬぐおうともせず、感謝
の思いを語る吉

よし

田
だ

沙
さ

織
おり

さん

３年４組を代表して須藤校長から卒業証書を受け取る３年４組を代表して須藤校長から卒業証書を受け取る渡渡
わたなべわたなべ

邉邉柚柚
ゆ かゆ か

香香さんさん

３年４組を代表して千田校長から卒業証書を受け取る阿
あ べ

部佑
ゆう

樹
き

さん

▲これまでの思いを胸に、卒業生を代表
して答辞を述べる高橋尚也さん

▲若者たちがこの時代を切り開く

▲卒業式終了後、定時制中心校の最後の
卒業生とともに、千田校長や教職員た
ちが一緒に記念撮影。その後の閉講式
では、佐久間翔太さんが卒業生を代表
しお別れの言葉を述べ、一つの歴史が
幕を閉じた
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市内イベント掲示板 （4月1日～5月5日）〈　　＝花火打ち上げ〉

Event Information

Monthly Consultation4月の定例相談

Company of Shiroishi

わがまちの会社訪問

　白石のお菓子屋さんといえば「たかじん」。そう言え
るほど、市民の皆さまにはおなじみのお店。戦後、こけ
しやまんじゅうなどの販売を手掛け、駅の売店に卸すよ
うになったことが製菓業の始まりということです。現在
は市内に３店舗、大河原町に１店舗を展開し、約50種類
の和洋菓子を製造しています。
　お菓子に込める思いなどを、高

たかはし

橋英
ひで

雄
お

専務取締役に伺
いました。
Point❶＿素材へのこだわり…100㌫自家炊きあんこ
　当店のあんこは、北海道産小豆を使用した100㌫自家
炊きです。「洋菓子は生クリームとスポンジ、和菓子は
あんこ」と言われるほど、和菓子ではあんこが重要です。
　あんこの製造には手間がかかるため、一般的に製あん
会社から仕入れることが多いですが、それでは原料とな
る小豆やその製造工程が見えません。自分のところで製
造することによって、安心しておいしいあんこを作るこ
とができます。「よりおいしいもの」を求める点では洋
菓子も同じで、やはり原料が原点になります。
　コスト削減という時代ですが、原料の質を落とさずに、
むしろ上げる思いでやってきました。それが皆さまにご
支持いただいている１つの要因かもしれません。
Point❷＿現状に満足せず常に努力を…そこに進歩あり
　「商

あきな

い＝飽
あ

きない」。お客さまが飽きないように、より
よいものを求めて日々努力しなければなりません。さら
に、お客さまに気持ち良く買っていただくためには、接

客業としての視点も忘れてはいけません。信用を一度失
ってしまえば、それを取り戻すことは限りなく不可能に
近いです。そうならないためにも多くを考え、見て、勉
強するよう心掛けています。現状に満足せずニーズに合
った商品をこれからも作っていきたいですね。
Point❸＿お菓子を通じてまちづくりのお手伝いを
　これからも、地元のお客さまから「おいしい」と言わ
れるように努力します。本年10月で東

とうあん

庵店（東町）が開
店20周年を迎えるので、皆さまに還元できるようなイベ
ントを企画しています。そして、お菓子を通じて白石を
発信できるように頑張ります。２月に開設したホームペ
ージも、その手段の１つと考えています。今後は、白石
和紙やころ柿といった、地元の名産品とコラボができた
らいいですね。
　また、私は駅前商店街の一員でもあり
ます。店と白石の両方にとって、駅前の
活性化は不可欠です。そのために、みん
なが集まってアイデアを出し合っていま
す。甲

かっちゅう

冑なども生かしながら、出たアイ
デアが１つでも多く実行できるといいで
すね。「何かをやれば何かが動く」とい
う思いで、努力を惜しまず根気よく続け
ていくことが大切だと思います。ぜひ、
皆さまと一緒に白石を盛り上げていきた
いです。

☞

☞

☞

　南蔵王野営場の近くにある「水芭蕉の森」では、約
50,000本の水芭蕉が初春から初夏にかけて一斉に咲き乱
れます。市内外を問わず多くの方が訪れ、訪れた方の憩
いの場となっています。また、水芭蕉の森の奧には「ど
うだんの森」があり、水芭蕉の時期に引き続いてサラサ
ドウダンを楽しむことができます。
　水芭蕉の開花時期は例年４月上旬で、見ごろは４月下
旬までです。サラサドウダンの開花時期は例年５月下旬
で、見ごろは６月上旬までです。
　本市では、この自然の観光資源を紹介し観光客の誘致
促進を図るため、４月７日（水）10時から「水芭蕉の森・
どうだんの森開園式」を開催します。また昨年10月、こ
の２つの森と福岡八宮地区にある「不伐の森」を合わせ
た３つの森の愛称が、公募により「南蔵王色彩の森」に

決定しました。森の愛称とともに、春の香りを感じにぜ
ひお越しください。
問商工観光課　022-1321

相談種別 日　　時 会　　場 電　　話

人権擁護 4月15日（木） 10:00～15:00 市庁舎２階　第２会議室 生活環境課　☎22-1314

行　　政 4月15日（木） 10:00～15:00 市庁舎２階　第２会議室 生活環境課　☎22-1314

無料法律 4月15日（木） 10:00～15:00 市庁舎３階　第３会議室 生活環境課　☎22-1314

農　　家 4月 9日（金） 10:00～12:00 農林振興センター 農業委員会　☎22-1256

精神保健福祉 4月13日（火） 9:30～12:00 健康センター（要予約） 健康推進課　☎22-1362

もの忘れ 4月21日（水） 13:00～15:00 健康センター（要予約） 健康推進課　☎22-1362

障 害 者 4月14日（水）・28日（水） 13:00～15:00 福祉プラザやまぶき 福祉事務所　☎22-1400

補 聴 器
巡　　回
サービス

（リオン）
4月8日（木）・21日（水）
（ワイデックス）
4月27日（火）

13:00～14:00 市庁舎１階　東側和室 福祉事務所　☎22-1400

※国税に関するご相談は、大河原税務署（☎0224-52-2202）までお問い合わせください。

お菓子を通じて白石を発信！
高
たかじん

甚製菓株式会社

開催日 時間 イベント名 場所 有・無料 問い合わせ先 備考

4月 3日（土）
～29日（祝） － 白石城さくらまつり 白石城本丸

益岡公園 － 商工観光課
☎22-1321

4月 7日（水） 10:00～ 水芭蕉の森・どうだんの森開園式
水芭蕉・

どうだんの森
（福岡深谷字白萩山）

－ 商工観光課
☎22-1321

38ページ
掲載

4月上旬
～4月下旬 － 水芭蕉の見ごろ

水芭蕉・
どうだんの森
（福岡深谷字白萩山）

－ 商工観光課
☎22-1321

38ページ
掲載

4月12日（日） 10:00～
15:00　

碧水園茶会
（受け付けは14:30まで） 碧水園 お茶券500円

古典芸能伝承の館
碧水園
☎25-7949

24ページ
掲載

4月24日（土）
～5月 5日（祝）

9:00～
17:00　 端午の節句展

武家屋敷
「旧小関家」

大人200円
高校生以下100円
（24ページの無料券
持参の方は無料）

博物館建設準備室
☎22-1343

24ページ
掲載

4月29日（祝）
～5月 9日（日）

9:00～
16:00　 日本サクラソウ展 白石城大手門前 見学無料 白石城管理事務所

☎24-3030
24ページ
掲載

5月 2日（日） 10:30～
15:00　 第７回春の検断屋敷まつり 小原検断屋敷 無料 小原公民館

☎29-2031
22ページ
掲載

5月 3日（祝）
～4日（祝）

9:00～
17:00　

第52回全日本こけしコンクール
第17回白石市地場産品まつり ホワイトキューブ 入場無料 商工観光課

☎22-1321

9:00
（３日のみ）
10・11
ページ掲載

5月 3日（祝） 10:00～
16:00　 白石市民春まつり 市内中心部 無料 商工観光課

☎22-1321
6:00
11:00

5月 3日（祝） 13:30～（小雨決行）
白石市民春まつり
「片倉鉄砲隊火縄銃演武」 白石城本丸 観覧無料 企画情報課

☎22-1324

▲一面にかわいらしい花を咲かせた光景は、一見の価値あり

■会社データ
●設立 　昭和23年３月　●従業員　30人
●主な商品　黒糖まんじゅう、白石道中などの和洋菓子
●住所　白石市字沢目15　☎25-0141

▶
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じ
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▲高橋専務

４月上旬から水
みず

芭
ば

蕉
しよう

が見ごろを迎えます！



チビッコ美術館

●いじめ相談（アイライン）
Eメール　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp　【24時間受け付け】
※電話相談も実施しています（毎週月～金　8:30～16:30）。
いじめ問題等対策室（教育委員会内）　☎22-1350

●家庭児童相談
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター　☎22-1400

●高齢者総合相談（事前連絡必要）
毎週月～金　8:30～ 17:15
①地域包括支援センター（総合福祉センター内）
　☎22-1361（長寿課兼用回線）
②在宅介護支援センター茶園　 ☎25-9955
③在宅介護支援センター八宮　 ☎24-5222

●青少年相談
毎週月･火･木･金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター　☎22-1342（内線445）

●消費生活相談
毎週月･水･金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

●DV・セクハラ相談（事前連絡必要）
毎週月･水･金　9:00～17:00
男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）
※電話相談も実施しています。　☎22-6035

「しろいし安心メール」の登録方法
「shiro-i@posh.jp」あてに空メールを送信して、
案内に従ってご登録ください。
二次元バーコード対応携帯電話をお持ちの方は、
右のバーコードをご利用ください。

※わが家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ
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正人さん、幸恵さ
んご夫妻の長男（

不澄ヶ池）

パパからひとこと
ワンパクでも

たくましくなってね！

ママからひとこと
明るく、

思いやりのある子に
なってね♥

八巻　叶空くん
   や   まき　    

   と    あ

わが家の
アイドル

まさと　　　　　
　  ゆき え

寺崎　稜馬さん
（白一小・４年）

「カイコのへや」

てら  さき　    りょう  ま

介護保険料（１期）の納期です。４月は

　仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。
●日時　４月26日（月）・27日（火）
　　　　17:30～19:30（市税は17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室・会計課ほか

「夜間収納総合窓口」開設（市で取り扱うすべての税金・料金の納付）

市内の交通事故　2月1日～28日（　）は1月からの累計
■発生件数 73件（ 140件） ■死亡者数 0人（ 0人）
■負傷者数 12人（ 21人） ■物損件数 64件（ 124件）

■人　　口　38,130人（前月比）－37人
　　　　　　男18,655人　　女19,475人
■世 帯 数　13,903世帯
■出生件数　25件
■死亡件数　47件
■めんこ印贈呈該当婚姻数　３組（２月１日～ 28日）

※住民基本台帳から、2月28日現在

　２月17日、福岡小学校（一條孝夫校長）の６年生40人が、
白石市議会定例会本会議を傍聴しました。
　これは、同校が市長や議員の皆さんの仕事とはどのよう
なものか、市議会ではどのようなことが話し合われている
のかを学ぶため、社会科の授業の一環として、４年前から
行っているものです。
　この日は、提案された議案についての質疑が行われ、児
童たちは、傍聴席から見た議場の様子をスケッチするとと
もに、質疑ごとに熱心にメモを取っていました。
　佐藤光くんは、「緊迫した場面の連続で、真剣に話し合っ
ていることが分かりました。議員さんはじめ、多くの皆さ
んが、白石をよくしようと頑張っているんだと思いました」
と話してくれました。また、見学を終えた児童たちからは、
「難しい言葉ばかりだった」という感想が多く聞かれました。

質疑を熱心にメモ！　でも難しい言葉ばかり！　福岡小学校の６年生が２月議会を傍聴

▲風間市長と佐藤英雄市議会議長をはじめ、議員の皆さんにお礼の
あいさつをする児童たち

さ とうひで  お

いち じょう たか  お

さ  とうひかる


